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1.はじめに
木村 (2005)では,中華人民共和国 (以下 「中国」と
表記)の基礎教育段階の英語教育の基盤となる 『全日制
必務教育普通高級中学英語課程標準 (実験稿)』(中華人
民共和国教育部 :2CX11)の日本語完訳版を掲載した。そ
の全貌は,中国基礎教育段階の学校英語教育を一級から
九級までの級別ランクによつて段靭 lごとに調 すヽる特
徴があった。そこには,その級別ランクと学年との対応
に一定の幅を持たせ,広大な国土におよぶ教育の地域間
格差に対応しようとする工夫があつた。
本稿は,第10期五ヵ年計画 (20ul年-2005年)のち
ょうど中間点に当たる2∞3年に中国教育部が出版した,
『普通高中英語課程標準(実験)』の日本語完訳版である。
その名が示す通り,これは,高級中学 (日本の高等学校
に相当)の英語教育の基盤となるもので,わが国でいえ
ば,高等学校外国語学習指導要領に相当する。
特に高等学校のみをその対象とした英語教育の国家カ
リキュラムが,なぜ第10期五ヵ年計画の中間期に発表さ
れたのか,その解釈には更に周辺資料の収集が必要であ
る。しかし,少なくとも木村 (2005)の中で明らかとな
つた2CX11年版の『全日制必務教育普通高級中学英語課程
標準 (実験稿)』では,すでにその時点で高校段階の英語
課程が計画中であることが,付注の形で明記されている
(ノヽ本寸, 2005, p. 94)。
本稿はまさにそ1(9卜130))。皆の英語課程」である 『普
通高中英語課程標準 (実験)』を,付録部分を除いた原著
63ページ分にある第一部から第四部までを完訳したもの
」LAS(vol.33, 2005)
である。
2.完訳の内容
第一部 前書き
目下我が国の社会と経済の発展に伴い,国民の外国語
の能力にはより高い水準が求められている。高校段階の
外国語教育は,国民の外国語の資質を育成する重要な段
階であり,生徒の知恵と感情・態度の成長の要求を満た
し,高校卒業生が就職 。進学し,将来の生活と成長の要
求をも満たさなければならない教育である。また同時に,
国家の経済建設及び科学発展に伴う人材の需要をも満た
さなければならない。従つて,高校段階の外国語教育に
は多重の人文的意義と社会的意義がある。
英語は高校段階の外国語教育の主要な言語である。高
校英語課程改革の主要な目的は以下の通りである:新し
い外国語教育 ・教育指導理念をうち立て,それによつて
課程の設置と課程の内容が時代性,基礎性そして選択性
を持ちこと;柔軟な課程目標体系を確立し,それによつ
て異なる段階と異なる地域の英語教育に対してよリー 層
指導的役割を果たすこと;多元かつ開放的な英語課程評
価体系を作り上げ,それによつて評価が真に教育指導の
有機的な構成部分になること;標準化した英語教材体系
と豊富な課程のリソー ス体系を作り上げ,それによつて
英語課程を順調に実施することを保証すること。
普通高校課程の基本的な改革精神と要求に基づいて,
義務教育の英語課程標準 (実験版)の上に,本標準を制
定した。
完訳版 『普通高中英語課程標準』(2003年)
中華人民共和国高等学校英語教育の指針
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一,課程の性質
言語は人類の最も重要な思考とコミュニケーションの
手段であり,人々が社会活動に参加するための重要な条
件でもある。言語は人間の全面的な成長を促進すること
に対して重要な意義がある。社会生活と経済活動が日々
グロー バノL/4ヒする昨今,外国語はもう世界各国国民にと
うて不可欠の基本的な教養の一つとなった。そのため,
外国語,特に英語を習得することに,重要な意義がある。
高校英語課程は普通高校の主要な科目の一つである。
高校生が外国語を習うことは,一方では知能,感情,態
度と価値観の発達及び全人的な人文教養の高まりを促進
することができる;また一方では,この国際通用語をキ
スター することによつて,外国の先進的な文化,科学,
技術を学習し,国際交流を行うための良好な条件を作り
出すことができる。英語課程を設置することは民族資質
の向上に貢献し,我が国の改革開放と国際交流に役立ち,
我が国の総合的な国力を強めることにもつながる。
二,基本的な理念
(二)共通基礎を重視し,成長の基盤を建てる
普通高校の英語課程は義務教育段階の課程からの自然
な継続であり,基礎教育段階の課程の重要な構成部分で
ある1。従って,普通高校英語課程は,義務教育英語課程
の基礎の上に,生徒が優れた言語基礎を構築するように
協力し,彼らの今後の進学,就職及び生涯学習のために,
良い条件を作り出し,彼らに21世紀の国民としてある
べき基本的な英語の教養を身につけさせる。高校英語課
程は高校生の認知の特徴と学習のニーズに基づいて,生
徒の基本的な言語運用能力をよリー 層伸ばし,生徒が英
語で情報を獲得し処理する能力及び問題を分析し解決す
る能力を高めることを重視すべきであり;また、次第に
生徒が英語で考え,表現する能力を育成し;生徒がより
一層学習を重ね成長するために必要な条件を作り出すべ
1義務教育段階は小学校と初級中学3年までし基礎教育
段階は義務教育段階に加え,さらに高級中学3年までを
含む。
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きである。
(二)多種な選択を提供し,個性の要求に適応する
高校段階の英語課程は生徒の個性と潜在能力の成長に
寄与しなければならなし、そのため,高校英語課程は選
択性がなければならない。課程の多様化は課程の選択を
実現するための基礎である。高校英語課程は社会の要求
に配慮し,様々な生徒の成長のニーズをも満たす。共通
基礎を完成するという前提の下で,高校英語課程は多様
化に努め,生徒一人一人に対して自主選択と自己成長の
チャンスを与え,選択を通じて人生を計画するという能
力と自主成長する能力を向上させ,自身の未来の成長目
標を確立させる。
(三)学習方法を改善し,自主学習能力を高める
高校英語課程のデザインと実施は生徒が英語学習方法
を改善することに寄与しなければならず,それによつて
彼らが観察,体験,探究などの積極的な学習方法を通じ
て,自己の学習の潜在的能力を充分に発揮し,効果的な
学習ストラテジー を形成し,自主学習能力を高める;生
徒が様々なメディアと情報源を活用する方法を身につけ,
学習手段を拡げ,個性的な学習方法と特徴を形成するこ
とにも寄与しなければならない。
(四)生徒の感情に関心を持ち,人文教養を高める
高校英語課程は生徒の感情に関心を持ち,それによっ
て生徒が英語を習う過程で,独自の思考力と判断力を高
め,他人との交流と協力する能力を伸ばし,異文化に対
する理解と異文化コミュニケーション能力を増進し,正
確な人生観,世界観及び価値観を樹立し,社会に対する
責任感を増強し,人文教養を全面的に高める。
(五)評価体系を十分に整え,生徒の不断の成長を促進
する
高校英語課程では生徒の全面的な成長を促進すること
を目的とする多元化した評価体系を作り上げなければな
らなし、評価は生徒の成長に役立ち,生徒の学習を促進
させる役割を果たさなければならない。形成的評価と総
括的評価の両方を取り込む方式を採用すべきであり,生
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徒の総合的な言語運用能力と,学習の過程の中で現れた
感情,態度と価値観を評価することを重視する。評価体
系は生徒が自己の学習目標と学習ストラテジーをコント
ロールし,調整することに寄与し,生徒が英語学習の自
信を高めることにも寄与しなければならない。   |
三,課程設計の構想
課程改革の指導思想を具体化するために,高校英語課
程は必修科日と選択科目の両方を取り込む課程設置モデ
ルを採用する (表1:高校英語課程の構造)。必修科目の
目的は :生徒が墨本的な英語の言語能力を身につけ,積
極的な向上心のある学習態度と,柔軟で多様な学習ス ト
ラテジー,及び異文化コミュニケ‐ションの意識と能力
を育て,そして生涯学習のための基礎を築くこと。選択
科日の目的は,異なる生徒の就職,進学及び個人の趣味
と成長の要求を満たすことである。
必修科目は総計で10単位であり,ブロック1-51Rロ
ち英語 1■英語5)の順序で開設される。それぞれのブ
ロックは2単位で,合計36時間 (毎週4時間)である。
生徒は必修科目を10単位で修了し,七級の目標水準を
達成すれば英語学科の卒業水準を満たす。生徒は必修科
目を履修すると同時,あるいは履修後に,高校段階の他
の選択科目を自主的に選択履修することができる。
選択科日は二つのシリー ズに分けられる。シリー ズI
の課程は必修科ロブロック1-5の上国順次設置された
課程であり,総計6つのブロック lR口ち英語6-英語 11)
があり,それぞれが2単位である。生徒はブロック英語
6-英語8の内容を完成すれば,人級の日標水準に達成
し,ブロック英語9-英語 11の内容を完成すれば,九級
の目標水準に達成する。全ての学校はブロック6-8を
開設しなければならない,さらに積極的に条件の改善に
取り組み,できるだけ早期にブロック9-11を開設する
ことが望ましい。シリー ズⅡの課程は任意選択科日であ
る。このシリー ズの課程は三種類に分けられ,それらは
言語知識及び技能類,言語応用類,そして鑑賞類である。
シリー ズⅡの選択科目に関しては,生徒が選択する種類
と順序は自由である。現段階では各学校はそれぞれの種
類の中から1-2個のブロックを選択し開設することが
でき,その上条件を整備 してできるだけ早期にさらに多
くの課程を設置し,生徒に選択させることが望ましい。
ここで以下のような課程を提供し,学校が選択ブロック
を設置する際の参考とする :
言語知識及び技能類 :初級英語文法及び修辞,英漢初
級翻訳,英語実用文の作文,英語新聞雑誌の読解,英語
講演及び弁論 ;
言語応用類 :文書秘書英語,科学技術英語,情報技術
英語,初級観光英語,初級経済貿易英語 ;
鑑賞類 :英語文学鑑賞入門,英語映画 ・ドラマ鑑賞入
門:英語舞台劇及び演技入門,英語歌曲鑑賞。
高校英語課程はレベルによつて六,七,人,九の四つ
の等級に分かれ, レベルの等級は学年と直接の対応関係
がない。生徒は高校段階で順次に申請し,七級一九級間
の各レベルの試験に参カロすることができる。
第二部 課程の日標
高校英語課程の総目標 :義務教育段階の英語学習を基
盤とし,生徒が,いつそう英語学習の目的を明確にし,
自主学習と共同学習能力を伸ばすこと;効果的な英語学
習ス トラテジーを形成すること;生徒の総合的な言語運
用能力を育成すること,である。総合的な言語運用能力
は言語技能,言語知識,感情態度,学習ス トラテジーと
文化意識などの素養を協働的に発展させた基盤の上に形
成される。言語知識と言語技能は総合的な言語運用能力
の基礎である。感情態度は生徒の学習と成長に影響する
重要な要素である。学習ストラテジーは学習の効果を高
め,生徒の自主的な学習能力を伸ばすための必要条件で
ある。文化意識は言語を適切に運用することを保証する。
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高校生の認知能力の発達の特徴と学習の進展の必要性
に基づいて,高校英語課程は以下のことを強調すべきで
ある :生徒の総合的な言語運用能力をよリー 層発達させ
るとともに,生徒が英語で情報を獲得し処理する能力及
び,問題を分析し解決する能力を高めることを重視し,
特に生徒の英語で考え表現する能力を高めることを重視
すること;異文化コミュニケーションの意識及び基本的
な異文化とコミュニケーション能力を育成すること;よ
リー 層国際視野を広げ,愛国主義精神と民族使命感を強
め,健全な感情,態度,価値観を形成し,未来の成長と
生涯学習のために好ましい基礎を築くこと。
このために,高校英語の教育指導は,生徒の積極的な
試みと,自己探究, 自己発見及び自主的な実践といつた
学習方法を通じて,高校生らしい特徴のある英語の学習
方法を形成するよう奨励すべきである。
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表1 高校英語課程の仕組み
高校英語課程目標の構造は図1の通りである:
高校英語課程目標には,義務教育一級～五級の目標を
基礎とし,全部で四つのランク (六級～九級)の日標基
準がある。そのうち,七級は高校段階に達成しなければ
ならない等級であり,八級と九級は英語の総合的な言語
運用能力をさらに向上させたい高校生のために設定され
た目標である。各ランクの基準は,生徒の言語技能,言
語知識,感情態度,学習ストラテジー,及び文化意識と
いう五つの領域の総合的な行為の表現を基にして描かれ
た総合表現である。表2は高校英語課程の六級一九級の
課程目標についての説明である。
レベル
必修科目
(10単位)
選択科目
シリー ズI
順序選択科目
シリー ズⅡ
任意選択科目
ブローク名 週時間 単位 ブロック名 週時間 単位
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
九級
↑
八級
↑
七級
↑
六級
↑
英語 11 4
英語 10 4 2
英語9 4 2
英語8 4 2
英語7 4 2
英語6 4
，
?
英語5 4 2
英語4 4 2
英語3 4 2
英語2 4 2
英語 1 4 2
義務教育段階1-5級
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図 1 課程目標の構造
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表2 高校英語課程目標
ランク 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
六級
英語学習の動機をいつそう強め,自主的に勉強する強い意識がある。日頭あるいは文書資料の中の観点を
理解し, 自分の見解を簡単に発表することができる。日頭あるいは文字を使つて効果的に個人の経歴を述
べることができる。教師の支援のもとで,英語学習活動を計画,組織し実施することができる。自ら様々
な教育のためのリソー スを利用して勉強することができる。学習の過程と結果に対して簡単に自己評価し,
それによつて学習の日標とストラテジーを調整することができる。コミュニケーションの中で言語文化が
内包するものとその背景を体得することができる。
七級
明確で持続的な学習の動機および自主的な学習意識がある。よく知っている話題について情報を交換し,
問題を提出し,自分の意見と提案を述べることができる。原著をリトー ル ドした高校生向けの英文の読本
ど,英語の新聞雑誌を読んで理解することができる。初歩的で実用的な創作の能力を持つている。例えば
事務のお知らせ,招待状などである。教師の指導のもとで,自ら言語の実践活動を計画,組織し実施する
ことができる。自ら学習のためのリソー スを拡大し利用することができ,多くの手段 ・方法で情報を得て,
その入手した情報を利用し筋道を立ててはっきりと表現することができる。より強い自己評価と自己コン
トロニル能力を持ち,自分に合う学習のストラテジーを初歩的ながら形成することができる。コミュニケ
ーシヨンの中で文化の相違を理解し,初歩的な異文化コミュニケーシヨンの意識を形成する。
第二部 内容標準
基礎教育段階における英語課程の各ランクの総体的目標
に基づき,高校課程標準は言語技能,言語知識,感情態
度,学習ストラテジー,文化意識の五つの領域において
各ランクに応じた具体的な内容の標準を示した。各ラン
クの目標に描かれた能力は全て必修科日と選択科目の学
習を通じて形成される。
一,言語技能       |
言語技能は言語の運用能力の重要な構成部分である。
言語の技能はリスニング,スピー キング,リー デイング,
ライティングという四つの領域の技能及び,四つの技能
の総合的な運用能力を含む。リスニングとリー ディング
は理解する技能であり,スピー キングとライティングは
表現の技能である;この四つの技能は,言語学習とコミ
ュニケーションの中で互いに補完し合つて促進する。生
徒は個々の技能とそれを統合した総合的な言語の実践活
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動を通じて,総合的な言語運用能力を形成すべきであり,
そうすることによつて実用的な言語のコミュニケーショ
ンのための基盤が形成される。そのため, リスニング,
スピー キング, リーディング,ライテイングは学習の内
容でもあり,また,学習の手段でもある。
高校生のコミュニケーションの必要性と認知水準に基
づき,高校英語の教育指導は生徒の以下の能力を育成す
ることに重点を置くべきである:コミュニケーションの
中で英語を適切に使う能力 ;英語で情報を獲得し,処理
する能力 ;英語で問題を分析し,解決する能力及び批判
的思考能力。高校段階においてリスニング,スピー キン
グ, リーディング,ライティングの練習は生徒のこれら
の領域における成長の需要に応えなければならない。表
3.1-表3.4は高校段階における言語技能の六‐九級の目
標に対しての説明である。
ランク 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
人級
より強い自信と自主的な学習能力がある。よく知っている話題について英語を話す人々と自然にコミュニ
ケーションすることができる。日頭あるいは文書の内容に対して,評価的な見解を発表することができる。
意味のつながった, しかも完全な構造の短文を書き出すことができる。自主的に各種の言語の実践活動を
計画,組織,実施することができる。例えば計画を協議 ・立案し,実験を報告し,結果を調査するなどで
ある。インターネットなどの多種の教育的リソー スを効果的に利用し,情報を得て処理し,必要に応じて
その情報を整理,まとめ,分析することができる。自覚して学習の効果を評価することができ,有効な英
語の学習ストラテジーを形成する。コミュニケーションの中での文化が内包するものとその背景を理解し,
外国文化を尊敬し,寛容な態度をとることができる。
九級
独立して, 自主的に学習のタスクを計画し実施することができる。よく知つている話題に関する講演,討
論,弁論,報告などの主な内容を聞いて理解することができる。国内外で広く関心を持つている問題,(例
えば :環境保護,人口,平和と発展などの問題)に対して英語を使って話し合うことができ,自分の態度
と観点を表明することができる。日常生活で回頭による通訳ができる。各種の機会を利用して英語を使つ
て実際にコミュニケーションを行う。辞書を使つて一般向けの科学に関する本や文学作品を幅広く読むこ
とができる。 よ く見かける実用文を応用して一般的な作文を完成し,文献を使う初歩的な能力を持って
いる。自主的に学習の手段 0方法を開拓し,学習のリソー スを増やし,世界情勢に関心を持ち,より強い
世界意識を持っている。
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表 3.1 言語技能目標 (六級)
級 籠 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
???
?
?
?
?
?
?
?
?
1.聞いた段落の中のキーワー ドを把握でき,言葉の間の論理関係を理解することができる;   ‐
2。日常の要求と指示を理解することができ,指示に基づいた動作ができる;
3.物語や叙述文を聞いて理解でき,その中の主要な人物と事件およびその関係を理解することができる;
4.リスニングの資料や簡単な講演または討論の中から情報と視点を取り出すことができる。
?
?
ー
?
?
?
1.情報を伝達することができ,よく知らている話題に対して見解を表現することができる ;
2.繰り返したり,例を挙げたり,また,釈明するなどの方法を通じて,意味を明ら力ヽ こすることができる;
3.個人の体験を筋道立てて表現することができ,個人の見解と想像を表現することができる ;
4.特定の場所において適切な方法で自分の態度と願望を表すことができる ;
5。英語で簡単な言語の実践活動を行うことができる,例えばインタービュー。
???
?
?
??
1.一般の文字資料の中から主要な情報を得ることができる;
2.文の前後関係と文の構造を利用して語義を推測することができる;
3.文の前後の手がかりを推理するによつて物語の筋の展開を予測することができる;
4.リー ディングの目的が異なれば,それに応じて異なる読解ストラテジーを確定することができる;
5。異なる情報手段を通じて必要な情報を取ることができる;
6。教材のほ力ヽ こ,授業外に累計18万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
ィ
?
?
1.適切な型を使つて書き置きと簡単な書簡を書くことができる;
2。人物あるいは事件を簡単に描写することができ,自分の意見を表現することができる;
3.適切な言葉遣いでグリー ティングカードを書くことができる;
4.友達や文通友達に手紙を書いて,情報と感情を交換することができる;
5。書いた内容を修正することができる。
表3.2 言語技能目標 (七繊
級 籠 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
七
級
?
?
?
?
?
1。会話の中で重要な情報を識別し,簡単な推定を行うことができる;
2.操作の指示を理解し,その要求と指示に基づきタスクを完成することができる;
3.普通の速さのリスニング材料について,人物と物事に対する描写,筋の展開及びその結果を理解す
ることができる ;
4.よく知っている話題についての会話を聞いて理解し,その要点をつかむことができる ;
5。よく知つている話題の内容を聞いて理解し,異なる口調が表す態度を識別することができる ;
6。一般的な放送情報を聞いて理解することができる,例えば :天気予批      |
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級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
七
級
?
?
ー
?
?
?
1。日常のコミュニケーションの中で,般の問合わせと要求に従つて適切な反応をすることができる;
2.よく知つている話題を基づいて,少し用意してから,筋道を立てて簡単な短い発言を行うことがで
きる;
3.一般的な話題について討論することができる ;
4.話題の要求に従つて他人とコミュニケーションし,協力して,共同でタスクを完成することができ
る;
5.適切なイントネーションとリズムで自分の意図を表現することができる。         |
?
ー
?
?
?
?
1.一般の文章から主要な情報を得て処理することができる;
2.文章の主旨と作者の意図を理解することができる;
3。文の前後関係によつて未知語を克服し,テクストの意味を理解することができる ;
4.文章の手がかりを利用して推理することができる ;
5。必要に応じてインターネットなどを通じて情報を取ることができる;
6。高校生向けの英語新聞あるいは雑誌を読むことができる;
7.教材のほかに,授業外に累計23万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
ィ
?
?
1.文字と図表を使つて情報を提供し,簡単な描写を行うことができる;
2,よくある様式の実用文を書き出すことができる,例えば :手紙や一般の知らせなど;
3。人物あるいは事件を描写することができ,それについて簡単に評論することができる ;
4.個人の状況に関係する表を書き込むことができる,例えば申請書など;
5。教科書の文章をグループ単位で短い劇に直すことができる。
表 3.3 ~議語技能目標 (八級)
級 籠 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
?
?
?
?
?
?
?
?
1.異なる口調が意味する異なる感情を識別することができる ;
2:よく知っている話題の討論と談話を聞いて理解でき,要点をしつかり覚えることができる ;
3。一般の会話の視点を捉えることができる ;
生 放送,テレビの英語ニュースのテ■マあるいは要点を聞いてわかる ;
5。婉曲な提案あるいはア ドバイスなどを聞いて理解できる。
?
?
ー
?
?
?
1:コミユニケーションの中にある適切なイントネーション,日調とリズムを使つて自分の意図と感情などを
表現することができる;
2.学習タスクについて互いに話し合つて計画を立てることができる;
3:タスクとプロジェクトを完成する過程と結果を報告することができる;
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級 籠 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
4.準備を経て,下般的な話題を使つて3分間のスピー チを行うことができる;
5。日常生活において人と付き合う中で,言葉を効果的に使つて表現することができる。例えば,意見を発表
し,判断を下す,叱責,苦情を訴えるなど;       .
6。日常生活において一般的な通訳をすることができる。例えば,外国人を連れてショッピングしたり,観光
したりすることなど。
?
ー
?
?
?
?
1.異なる文体の特徴を識別することができる;
2.文構造の分析を通じて,難しい文や長い文を理解することができる;
3.読書の資料の中で異なっている観点と態度を理解することができる;
4.学習タスクの必要性に応じて多種のメディアから情報を得,そして加工処理を行うことができる;
5.教師の支援のもと,分かりやすい文学作品を鑑賞することができる;
6.教材のほ力ヽ こ,授業外に累計30万語以上の単語の読書量を達成すべきである。
?
?
?
ィ
?
?
1:読んでいた文章を伝えあるいは要約を書くことができる ;
2.文字と図表で提供した情報を使つて短文あるいは報告を書くことができる ;
3。つながりのある完成された構造の短文を書き,事実を描写し,観点と態度を表現することができる ;
4:創作の文体が模範に合致しており,文の意味が通じるようにすることができる。
表3.4 言語技能目標 (九紛
級 籠 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1.よく知つている話題に関する講演,討論,弁論及び報告を聞いて理解できる;
2.国内外の一般的な英語ニュー スの放送を聞いて理解できる;
3。長い発言内容の要点を提えることができ,発言の人の観点と意図を理解することができる:
4.会話の内容から相手の態度,喜びと嫌悪,立場や隠れた意味を判断することができる;
5。一般的なユーモアを理解することができる;
6。リスニングを行つていくうちに,一般的ななまりの理解の困難を克服することができる。
?
?
ー
?
?
?
1.話し合うとき適切な節度を把握し,話し相手によつて用語と表現方法を調整することができる ;
2.準備を経て,いくつかの特別テーマについて5-10分間の講演を行し、関連質問に応答することができる;
3.英語を使つて面接試験を受けることができる :
4.一般的な内容の通訳を回頭でできる ;
5.コミュニケァションの中で適切に自分の感情を表現することができる ;
6.コミュニケーションの中で生じた誤解を明ら力ヽ こし,解釈することができる ;
7。国内外で広く関心を持たれている問題,(例えば環境保護,人口:平和と発展など)について英語で話し
合い,自分の態度と観点を表明することができる。
二, 言語知識
高校生が学習し掌握すべき英語の言語の基礎知識は音
声,語彙,文法,機能と話題の五つの領域の内容を含軌
知識は言語能力の有機的な構成部分であり,言語技能を
発達させる重要な基礎である。表4.1-表4.3は七,人,
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九級の言語知識の目標に対する記述である。詳細につい
ては付録を参照のこと。本標準は六級の言語知識に対し
て単独の説明をせず,六級の教育指導については七級の
目標要求を参照のこと。
級 籠 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
?
?
?
?
?
?
ー
?
?
?
?
1.一般の英字新聞 0雑誌を読みことができ,主要な情報を得ることができる ;
2.一般の英文の原著を読んで,あらすじを捉え,主要な人物を理解することができる ;
3.各種の商品の説明書など非専門技術的な資料を読んで理解することができる ;
4.情景と文の前後から,未知の言語の現象を推測することができる ;
5。多種の参考資料や辞典などを使つて,複雑な言語の問題を解決することができる ;
6.読書に幅広い興味があり,優れた読書の習慣がある ;
7.インターネットなどのメディアを有効に利用して情報を得,処理することができる。
?
?
?
?
?
?
1.英文を使って要旨,報告,お知らせ,公務の手紙などを書くことができる ;
2.比較的詳しく生き生きと英語を使い,情景,態度,感情を描写することができる ;
3.適切な文体と正しい言葉を使つて自分の観点を述べ,他人の観点を論評することができる ;
4.創作の中で,引用資料や引用源である他者の話を適切に処理することができる ;
5。各種の表を書き込むことができ,個人の履歴と申請書を書くことができる,用語は基本的に正しく,適切
である ;
6.簡単な翻訳ができる ;
7.以上の文章を書く過程で文章は通じ,文型も妥当である。
表4.1言語知識目標 (七防
級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
?
?
?
日
1.口頭で表現する際,音声,イントネーションが自然で,流暢である;
2.音声,イントネーションによつて,話しの中に隠れている意図や態度を理解する;
3.初歩的に英文詩のリズムと韻律を理解している;
4.熟知していない単語であつても,音声によって識別し,書くことができる。
?? 1.言葉の中の語彙が表現している異なる機能,意図,態度を理解する;
2.語彙を運用して物事を命名し,呼び,行為と特徴を描写し,概念などを説明する;
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級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
七
級
??????
3.2400-2500個の単語,300-400個の慣用語または固定形式表現を使うことができる;
4.英語単語の意味の変化及び日常生活に現れた新しい語彙を了解する。
?
?
?
1.時間,場所,方位を描く常用的な表現方式を理解 し把握している ;
2.人,物体,事象を比較する常用的表現方式を理解し把握している ;
3.適切な言語形式を使つて物事を描写し,観点,態度,または感情などを簡単に表現する ;
4.文章の基本的な接続及びつながり手段を把握しており,特定の目的によつて有効的に情報を組織する。
?
?
1.日常のコミュニケーション機能の主な言語表現方式を理解する ;
2.広いコンテクストの中で挨拶,別れ,感訪t紹介などのコミュニケーション機能を正しく理解し,表現す
る ;
3.日常のコミュニケーションの中で,適切な言語を有効に使って表現する,例えば意見を表明する,判断を
下すなど;
4.既習の機能項目を運用し,効果的に感情,意図,態度を表現する。
?
?
1.個人,家庭,社会における人との交流の場の話題を熟知している ;
2。日常生活,興味,風俗習慣,科学文化などの領域と関係がある話題をいつそう熟知している ;
3.我が国における一般的な社会生活の話題を熟知している :職業,祝日,風習,社交の儀礼など;
4.英語圏の国家の日常の生活習慣に関連する話題を理解している。
表4.2 言語知識目標 (八級)
級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
級
戸
1.実際のコミュニケーションを通し,音声,イントネーションがますます自然で,適切であり,流暢にな
つている ;
2.音声,イントネーションによつて,その中に含まれる意図や態度を理解し表現する ;
3.詩のリズムと韻律を理解している ;
4.熟知していない単語や平易な文であつても,音声によつて識別 し,書くことができる。
??????
1.語彙を運用し,異なる機能,意図,態度を理解するとともに表現する ;
2.比較的複雑な状況の中で,語彙を運用 し,物事を命名し,呼び,行為と特徴を描写し,概念を説明する
など;
3.3300語の単語と400-500語の慣用語または固定形式表現が使えるようになる。
?
?
時間,場所,方位を意味する表現方法の把握がさらに進んでいる;
人や物事を比較する表現方法の理解や把握がさらに進んでいる;
適切な言語形式を使つて観点,態度,感情を描写 ・表現する:
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級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
級
?
? 4.よく見力ヽする文章形式の基本的な構造と論理関係を習得している。
?
?
1.広いコンテクストの中で挨拶,別れ,感謝,紹介などのコミュニケーション機能を正しく理解し,表現
する。
2.日常のコミュニケーションの中で,適切な言語を有効に使うて表現する,例えば意見を表明する,判断
を下す,責める,訴えるなど;
3.既習の常用機能を柔軟に運用し,より新しい言語の機能項目を把握する;
4.現実生活の中で情報交換をより上手に行う。
?
?
1.個人,家庭,社会における人との交流の場の話題を熟知している ;
2.風俗習慣,科学文化,及び文学芸術などの領域と関係がある話題を熟知している ;
3.我が国における一般的な社会生活の話題を熟知している :職業,祝日,風習,社交の儀礼など;
4.英語圏の国家の日常の生活習慣に関連する話題を理解している。
表4.3 言語知識目標
級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
九
級
戸
1.英語で各国の人々とコミュニケーションする際,または異なる国の人々の英語会話の録音テすプを聞く
とき,様々な訛りの困難を克服し,大体の意味を理解することができる ;
2.適切なイントネーション, リズムとアクセントの変化などの手段を利用して,異なる語義,態度などの
コミュニケーションの意図を効果的に表現することができる。   ,
?????
（
1.4500語の単 と一定量の慣用語または固定形式表現を使えるようになる;
2.コミュニケーションの話題,場合,及び人間関係などの関連要素応じて適切な語彙を選んでコミュニケ
ーションや表現することができる。
?
?
人級の基準に加え,さらに文法形式の意味を表現する機能を理解して,効果的に運用することができる ;
比較的複雑な言語現象に次第に少しずつ触れ,それを理解し,複雑な言語現象に対してある程度の帰納,
分析,解釈の能力を持つている。
?
?
1.既習の常用機能を総合的に運用することができ,柔軟かつ適切にコミュニケーションすることができる;
2.コミュニケ∵ションの必要性に基づいて,新しい言語の意味を表現する機能とコミュニケーション機能
をさらに習つて把握することができる;
3.学習と交流に際して,効果的に言語を利用して認知水準を高め,思考力を伸ばすことができる。
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級
?
? 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
?
?
?
?
?
1.八級の目標水準にリストアップされた話題内容を総合的に運用 し,ある程度の深さのある思想面の交流を
行うことができる ;
2.コミュニケーションに際して,文化の差異を尊重し,比較的強い異文化コミュニケーション意識と能力を
持つている。
三, 感情態度
感情態度というのは興味,動機, 自信,意志,協力
精神といつた,生徒の学習過程と学習効果に影響する
相関要因,及び学習過程の中で次第に形成された国家
意識と国際視野を指す。積極的な学習態度を維持する
ことは,英語学習の成功のために重要である:高校段
階において,教師は生徒の興味を次第に安定した学習
動機に転化させるように指導し,そうすることによつ
て,彼らに自信を確立させ,困難を克服する意志を磨
き,他人と協力し,調和のとれた健康で向上心がある
品格を身につけさせる。英語の課程を通じて,生徒が
愛国主義意識を強め,国際視野を広げる。表5は七級
と八級の感情態度の目標に対する説明である。
表5 感情態度目標 (七級一人級)
級 目 標 に 対 す る 総 合 的 説 明
七
級
1.英語学習への願望と興味を維持し,進んで英語の能力を高める活動に参加する ;
2.正しい英語学習への動機があり,英語学習の目的はコミュニケーションと表現のためであることを明確に理解
している ;
3.英語学習により強い自信があり,積極的に英語を使つてコミュニケーションを行い,表現する ;
4・英語学習の中で遭遇した困難を克服することができ,進んで他人に教えてもらうことができる ;
5。英語でコミュニケーションする際,他人の感情を理解し,尊重する :
6.学習においてより強い協力精神があり,さまざまな学習のためのリソースを友達と共有することを希望する ;
7.コミュニケーションの中で,英語で祖国の文化を簡単に紹介することができる ;
8・外国の文化を理解 ・尊重することができ,国際協力の精神を体現する。
?
?
?
1.英語学習の意義を全面的に正しく理解することができる;
2.安定して持続的な英語学習への動機を持つている;
3.英語を勉強する根気と困難を克服する意志がある;
4.英語で適切に自分の感情,態度,価値観を表現することができる;
駐英語でコミュニケーションする際,言語に含まれる感情,態度,価値観を理解することができる;
6.比較的強い祖国意識と国際視野を持つている。
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四, 学習ス トラテジー
学習ストラテジーとは,生徒が有効に言語を学び,
運用するために採用した各種の行為と計画を指す。英
語学習のストラテジーには,認知ス トラテジー,コン
トロールストラテジー,コミユニケーションストラテ
ジー,そして, リソー スストラテジーがある。認知ス
トラテジーとは,生徒が具体的な学習タスクを完成す
るために採用した計画と方法をさすЪコントロー ルス
トラテジーというのは,生徒が学習過程や学習成果を
計画し,実施し,評価し,調整するス トラテジーであ
る。コミュニケーションス トラテジーというのは,生
徒がさらに多くのコミュニケーションの機会を得るた
め,コミュニケーションを維持し,コミュニケーショ
ンの効果を高めるために採用した各種のストラテジー
である。リソー スストラテジーというのは,生徒が合
理的かつ効果的に多種の手段 ・媒体を使つて英語を学
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び,運用するス トラテジーである。高校生は自分に合
う英語学習ストラテジーを形成すべきであり,絶えず
自分の学習ストラテジーを調整することができる。
高校生は成人段階に近接しており,人間関係と社会
体験がますます広がる。従つて,高校生は積極的に多.
種な手段を利用して英語を使うべきであり,実際のコ
ミュニケーションの中に効果的なコミュニケーション
ストラテジとを養成する。同時に,高校生は義務教育
段階に養成された自主的学習能力を基礎として,さら
にリソースストラテジーを把握し,独自に情報と資料
を得ることができ,しかもその情報を整理し,分析し,
帰納し,まとめることができる。そうすることによつ
て,知識の面を拡大し,視野を広げ,生活を充実させ,
より自覚的に自分の人生を計画することができる。表
6.1-表6.2は七級と人級の学習ストラテジーの日標説
明である。
表6。1 学習ストラテジー目標 (七級)
級 ストラテジー種類 目 標 に 対 す る 説 明
七
級
認知ス トラテジー
1.連想することによつて,関係している知識の間に関連性を作る ;
2.推理,帰納などの論理手段を利用して問題を分析し,解決する ;
3.取り扱つた言語資料の中の言語規則をまとめ,利用する ;
4.学習の中で,重点を的確に捉え,適切に筆記を行い,勉強した内容を整理し,
普遍性を導くことができる ;
5.リスニング,リー ディングの過程で,状況と文の前後関係を考えながら,語
義や段落の要点を推測する ;
6。学習の中で図表などの非言語情報を活用して理解 ・表現する。
コントロール
ストラテジー
2.
3.
必要に応じて英語学習の計画を立てる;
積極的に英語学習の手段 ・方法を広げる;
英語を学ぶ機会を積極的に作り出し,捉える;
学習の中で困つた時, どのようにして助けを求めるかを知っている
教師や友達と英語学習の理解と経験を分かち合う;
4
5
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級 ストラテジー種類 目 標 に 対 する 説 明
七
級
コントロール
ストラテジー
6.自らが英語を勉強する効果を評価し,効果的な学習方法をまとめる。
コミュニケーション
ストラテジー
1.授業内外活動の中で積極的に英語を使つて友達と交流する ;
2.手振り,表情などの非言語手段を活用しながら,コミュニケーションの効果
を高める ;
31解釈や繰り返しなどの方法を通じて,コミュニケーションの中の言語の難し
さを克服する ;
4.各種の機会を利用して英語を使つた本物のコミュニケーションをする ;
5.コミュニケーションの中で言語運用の適切性をコントロールする。
リソースス トラテジー
1.辞書,事典,参考書などを効果的に利用する;
2.図書館,コンビューター ・インター ネット,放送,テレビなどのリソー スを
活用して更に広範な英語情報を獲得し,すでに勉強した知識を広げる。
表6.2 学習ストラテジー目標 (八級)
級 ス トラテジー種類 目 標 に 対 す る 説 明
級
認知ス トラテジー
1.異なる角度から新しい言語項目を認知し,言語項目の形式に注目し,その意
味と活用方法にも注意する ;
2新 ,旧の言語知識の間に関連関係を作り上げる ;
3.形式,意味,または活用方法によつて,新しい言語項目を分類する ;
4.筆記を行うとき,キーワー ド,略語,符号,数字などを利用する ;
5.記憶の規律に従つて,記憶の効果を高める ;
6。一つの領域の技能を他の領域にも活用できる。例えば:母語学習の技能を英
.語学習で活用し, リーディングやライティングの技能をリスニング・スピー
キングで活用する。
コントロール
ストラテジー
1.学習の進捗状況に基づいて,学習計画と目標を調整する :
2.自分が学習ストラテジーを利用する効果を了解し,必要に応じてストラテジ
ーを調整する ;
3.学習活動の必要に応じて,合理的に注意力を分配する (注意力を重要な学習
活動に集中する);
4.学習において困難に遭遇したとき,原因を分析し,問題の解決を努める ;
5。英語学習の過程において,気持ちと感情をコントロールし調整する。
五, 文化意識
言語には豊富な文化の内包がある。英語の授業の中で,
文化は主に英語圏の国家の歴史,地理,風土と人情,伝
統的習慣,生活様式,文学芸術,行為規範,価値観念な
どを指す。英語圏の国家の文化に触れることは,英語の
理解と使用に役立つだけでなく,中国の文化をさらに理
解,認識することや,世界意識を育成することと異文化
コミュニケーション能力を育成することにも役立つ。教
師は生徒の年齢の特徴と認知能力によつて,次第に文化
知識の内容と範囲を広げるべきである。授業の中で触れ
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る英語圏の国家の文化知識は,生徒の日常生活,知識の
構成と認知の水準などと密接に関連すべきであり,生徒
の英語文化を学ぶ興味を喚起させるべきである。生徒が
外国の文化に接触する範囲を拡大することにより,生徒
の視野を開拓し,国内外の文化の異同に対する敏感性と
鑑別力を向上させ,異文化コミュニケーション能力を高
めるために,堅実な基盤を築く。表7は七級と八級の文
化意識の目標説明であり:他のランクについては明示し
ない。
級 ス トラテジー種類 目 標 に 対 す る 説 明
級
コミュ_ケー ション
ス トラテジー
1.解釈し,繰り返し,例を挙げ,証明するなどの方法で観点を明ら力ヽこし,あ
るいは論証する;
2.必要なとき婉曲な言葉で意思や考え方を表現する;
3.言語を使用する環境を考慮し,適切に言葉を使う;
4.コミュニケーションにおいて,言語の難しさを克服し,コミュニケーション
を維持する;
5.コミ■ニケーションにおいて,英語のコミュニケーションの基本的な儀ネLlこ
注意し,それを守る。
リソースストラテジー
図書館,インター ネット,新聞,雑誌,放送,あるしヽまテレビなどのリソー ス
を活用して必要な情報と資料を探すことができる。例えば,百科事典,専門的
な文献,公共情報,統計デァタ,あるいは新聞報道など。
表7 文化意識目標 (七級T人級)
級 目 標 に 対 す る 説 明
七
級
1.英語の中でよくある成語やことわざを知っており,それに内包された文化を理解している;
2.英語のコミュニケーションの中で常用する故事,または伝説を理解している;
3.英語圏の国の主要な文学者,芸術家,科学者,政治家の業績,貢献を了解している;
4.初歩的ながら主要な英語圏の国家の政治,経済などの領域の状況を了解している;
5。英語圏の国の主な大衆メディアの状況を了解している;
6.主要な英語圏の国の人々と中国人の生活様式の異同を了解している;
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級 目 標 に 対 す る 説 明
?
?
?
7.英語圏の国の人々と中国人の行為,人や物事に接する態度など面での異同を了解している;
8.英語日の国の主な宗教上の伝統を了解している;
9.英語の学習を通じて,世界の文化を理解し,世界意識を育成する;
10。中国と外国の文化の比較を通じて,中国文化に対する理解を深める。
級
1.初歩的ながら英語言語と英語圏の国の文化との関係を了解している (例えば:ある語彙または表現方法と文化
背景との関係);
2.英語を使うことを通じ,言語に隠された他国文化に対する態度を発見することができる (例えば:文化崇拝あ
るいは文化差別);
3.英語と英語圏の国家の国民及びその文化伝統に対して,より客観的及び公平な認識を持つている;
4.英語圏の国の一番目立つ文化特徴を了解している;
5.初歩的に主な英語圏の国の重要な (歴史)文化現象の根源を了解している;
6。日常生活及び人々の価値観における,英語圏の国の文化の具体的な表現を初歩的に理解している。
第四部 実施提案
一, 教育指導提案
(一) 教育指導原則
1.生徒全員に対して,生徒の生涯にわたる成長の共通
基礎を定める    ~
高校英語課程の必修科目は高校生全員の生涯にわたる
成長のために,共通基礎を定める課程である。そのため,
高校英語課程の教育指導は生徒全員を対象にすべきであ
る。高校生が形成すべき英語の共通基礎とは,持続的な
学習動機と初歩的な自主学習能力及び総合的な言語運用
能力である。高校英語課程は特に生徒が英語で情報を得
る能力,情報を処理する能力と情報を伝達する能力,問
題を分析し解決する能力,及び英語で思考し表現する能
力を育成することに重点を置かなければならない。
高校英語課程の共通基礎をしつかりと定めるために,
生徒と協力し,生徒が体験,実践,討論,協力,探究な
どの方法を通じて, リスニング,スピー キング, リーデ
ィング,ライティングの総合的な言語能力を高めるよう
に教師は生徒を奨励すべきであり,興味ある問題を生徒
自身が探求できる環境とその問題を自主解決できる環境
を作り出すべきである。他人とコミュニケーションする
とき適切に英語を使うことを教師は生徒に強く強調すべ
きである。
生徒が持つている言語能力や学習方法などには個人差
があるために,高校英語課程の教育指導計画は,生徒の
生理的・心理的特徴に合致させなければならないだけで
なく,個々の生徒の異なる状況も考慮しなければならな
し、生徒の差異を尊重し, しかも異なる生徒の異なる学
習要望を満たさなければ,生徒全員に対して生徒の生涯
にわたる成長のために,共通の基礎を定めるという日標
を実現させることはできない。
2.生徒が選択科目を履修することを奨励し,選択科目に
対する指導を強化する
選択科目を設置することは高校課程改革の重要な対応
措置の一つである。選択科目を開設する主な目的は,生
徒のために多様な選択の余地と個性を伸ばす自由空間を
与えることである。選択科目を開設することは,生徒の
知識範囲の拡大につながるだけではなく,ある程度他の
教科学習にもつながり,生徒が将来の人生計画を実践す
る機会も提供できる。必修科日と選択科目は共に生徒の
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英語の教養の育成を促進し,生徒の個人の要望にも応え
ることができる。そのため,選択科日と必修科目は相互
補完すべきである。
(1)選択科目の計画について
選択科目の内容の計画は必ず課程目標と生徒の要望に
基づき,生徒の学習の現状を考慮しなければならない。
また,新しい内容と新しい展開を加えなければならない
し,実際の生徒のレベルも超えてはならない。選択授業
を受講験するための復習の授業としてや必修科目の補修
授業として開設してはいけない。また,単に大学レベル
の選択科目をそのまま取り入れることも避けるべきであ
る。生徒の学習趣向,学習水準及び学習要望を十分に調
査した上で,生徒二人一人が選択教科を選択することが
できるように,合理的に選択授業を設置する。選択科目
の教育指導内容は多様であると共に, 目的も持たなけれ
ばならない ;内容は開拓酌い 発展的であると共に,実行
の可能性も考慮しなければならない;地方の特色を出し,
異文化の特色も具体的に示さなければならない。
選択科目の企画と実施は必ず学校の実情を踏まえて,
社会発展の必要性,生徒の学習願望及び学校の条件を総
合的に考慮すべきであり,選択科目の開設を段階的に進
め,それを改善すると共に,学校の運営特色を形成すべ
きである。
(2)授業を選択する際,生徒を指導すること
必修科日と選択科日は同時並行の課程体系であり,生
徒が自主的に学習を計画する能力に対する新しい基準を
提示した。学校は生徒を指導する責任があり,生徒に,
授業の選択が自分の今の学習要望を満たすことになり,
自分の人生計画の習得につながる, ということを理解さ
せる必要がある。教師は,生徒に選択科目の主な内容と
2内容が 「開拓的」であるとは,教材としてできるだけ
探究型,発見型の学習の方式を採用し,それによつて生
徒の思考を広く開拓することを意味する。尚,本村(2005)
p.127,「第四部 実施の提案,四,教材の編纂および使
用提案,(一)教材の編纂原則」を参照。
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特徴を十分に理解させ,生徒が自ら授業を選択すること
を指導する必要がある。
(3)選択科日の教育指導の内容
選択科目の教育指導の内容と教育指導方法は,課程目
標と生徒の要望に合致させ,教師の興味と現有知識だけ
に頼つて教育指導を実施してはいけない。
3.生徒の感情に関心を持ち,楽しく,民主的で,和やか
な雰囲気をつくりだす
生徒は自分に対して,英語と英語学習に対して,そし
て英語文化に対して積極的な感情がなければ,英語学習
への原動力を維持し,良い成績を修得することはできな
い。消極的な態度は生徒の英語学習の効果に影響を与え
るだけではなく,生徒の全面的な成長と将来への成長に
も影響を及ぼす。高校生は成人段階へと成長する特殊な
時期でもあり,人生観が初めて形成される重要な時期で
もある。従つて,高校英語の教育指導において,教師は
特に生徒の感情に関心を持つべきであり,生徒と平等に
接し,生徒の一人ひとりを尊重すると共に,内向的な性
格の持ち主や学習に困難を感じる生徒に特に関心を払い,
彼らが勉強にチャレンジすることを積極的に奨励する。
教師は多様な共同学習活動を実施し,生徒には共同学習
と助け合いを通じて,団体としての栄誉感及び達成感を
持たせ,協力的精神を育成すべきである。生徒との間に,
打ち解けることのできる交流手段を作り出し,楽しく,
民主的で和やかな雰囲気をつくりだすことに努めなけれ
ばならない。
4.生徒の学習ストラテジこに対する指導に力を黙 、彼
らの自主的学習能力の形成を支援する
高校生は: 自分の学習の特性に合う学習ス トラテジー
を形成すべきであり,学習の必要性に応じて自分の学習
ストラテジーを調整すべきである。教師は生徒が積極的
に学習するよう指導し,協力して能力を伸ばすことを目
的とする学習方法を形成させ,体験,実践,討論,協力
及び探求などの方法を通じて, リスニング,スピーキン
グ, リーディング,ライティングの総合的な言語能力を
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高めることを生徒に奨励すべきである。生徒が独自で学
考え、学習するための余裕を与える。そうすることによ
り,連想,推理,帰納などの思考活動を通じて英語で問
題を分析 ・解決し,経験を得て,自信を強め,能力を伸
ばす機会を生徒に与えることができる。授業中教師は,
生徒が積極的に他の学習リソー スを利用して学習のタス
クを完成させ,学習の困難を解決することを指導し奨励
すべきである。豊富で多様な課内外の学習活動を計画す
ることによつて,コミュニケーション活動に参カロする過
程で,生徒にコミュニケーションストラテジーを形成さ
せる。教師は生徒が独自で個性ある学習計画を立てられ
るように協力し, しかも自己評価によつて絶えずに自分
の学習計画を修正 ・調整させる。教師は常に生徒と共に
学習過程と学習効果についての改善を意におき,お互い
に優れている点については勉強し合い,助け合う。
5。新課程標準に合致する教育指導観念を樹立し,教育指
導方法の改善を図る
教師の教育指導理念,教育指導方式および教育指導方
法は,新課程の要求に合致していなければならない。授
業では,教師が中心となつて,単に教科書の知識を教え
るという教育指導モデルを変えるべきである。教師は生
徒の知識を探求する能力,情報を得る能力及び自主学習
能力を伸ばすように生徒を支援すべきである。
物師は授業中に生徒の批判的な思考能力と創造的精神
を育成することに注意を向けるべきである。教室での授
業活動計画は,生徒の創造力と想像力の発揮に貢献しな
ければならない。生徒に自分の見方と立場を表現する機
会を与えるために,授業中に開放的3なタスク型活動と探
求的学習内容を増やすべきである。教師は生徒の協力関
係を奨励し,生徒のコミュニケーション能力を伸ばすべ
きである。教師は教育指導のタスクを計画する際,全て
の生徒の伸展が図れるように,異なる生徒の状況に応じ
3「開放性」の訳語。教材として良質の内容であれば,
課程標準以外の教材であつてもタスク教材として使用す
るという寛容さ意味する(木本寸,2005,p.126脚注参照)。
て異なるタスクを計画すべきである。
英語の教育指導におけるのタスクというのは,生徒が
英語を使って何かをすることに役立つ各種の言語実践活
動を指す。タスクの計画は一般的に以下の原則に従わな
ければならない :(1)タスクは明確的な目的を持つこ
と;(2)タスクは現実的な意義があること,すなわち現
実の生活に近い各種活動であること;(3)タスクは情報
の受け取り,処理及び伝達などの過程と関連すること;
(4)生徒はタスクを完成する過程において英語を使う
こと;(5)生徒は何にかをすることを通じてタスクを完
成すること;(6)タスクを完成した後に具体的な成果を
上げること。
タスクを計画する際,教師は生徒の生活経験または興
味を出発点とすべきである。活動は生徒の英語知識の学
習と,言語能力の伸展,言語の実践的応用力の向上につ
ながるべきである。また,英語科と他の教科間の関係を
相互に深め,その関係を積極的に促進させ,生徒の思考
力や想像力,審美感覚の趣向と芸術の感受性,協力及び
創造精神といつた総合的な素質を発展させる。
6。現代の教育技術を利用し,英語学習とその¨
教師は現代の教育技術を充分に利用し,英語教育のリソ
ースを開発し,生徒の英語学習手段 ・方法の拡充と,学
習方法の改善を行ない,生徒の学習効果を高めるべきで
ある。可能な範囲において,教師は各種の聴覚と視覚手
段を十分に活用すべきである。例えば :掲示する図表,
録音と録画など,教育指導の内容と形態を豊力ヽ こし,生
徒の教室での学習を促進する ;コンピューター及びマル
チメディア教育用ソフトウェアを活用し,新しい教育指
導モデルを模索し,生徒の個性的な学習を促進する ;ラ
ジオ,テレビ,英字新聞 ・雑誌,図書館,及びインター
ネットなどのリソ,スを合理的に開発 ・利用し,生徒が
自主的に学習できる環境を作り出す。
教師は現代の教育技術の習得に努力し,現代情報技術を
媒体とする英語教育のリソースを開発し合理的に活用し,
現代情報技術と英語の授業の融合を実現させるべきであ
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る。
7.教師は絶えず専門的水準を高め,新課程と共に成長す
る
(1)新しい課程を実施する過程において,教師は,新
課程が示した新しい標準に適応するように,教育 ・教育
指導の観念を変えるべきである。教師は生徒の言語学習
に関心を持つだけではなく,生徒の全人的な資質の向上
にも関心を持つべきであり:生徒の全面的な成長を教育
指導の基本的出発点とする。
(2)教師は教育指導においてその役割を変化させるベ
きであり,知識の伝授者のみならず,生徒の学習の促進
者,指導者,組織者,援助者,参加者,及び協力者にも
なるべきである。教育指導過程は教師と生徒が相互に交
流し合う過程であり,教師は課程の日標,学習活動の要
求,学習過程の必要性,及び生徒の要望に応じて異なる
役割を担う必要がある。教師は生徒の自主学習能力を伸
ばせるように意識的に指導し,そうすることによつて,
生徒が真の学習の主役になることができる。
(3)教師は課程のリソースを自ら開発する能力を持つ
べきであり,教育指導の任務を創造的に完成すべきであ
る。課程標準は教師が教育指導及び評価を行う際の重要
な根拠であり,教材は課程目標を完成するための手段ま
たは媒介である。教師は課程の要求に従つて,教材を分
析し,生徒の要望と水準を調査すべきであり,それと共
に自分の教育指導の条件及び環境に基づいて,教材の内
容を補充 ・調整し,課程標準が示した教育指導の日標と
任務を創造的に完成させる。
(4)教師は開放的な教育指導と研究の方法を形成すべ
きであり,常に教師間で協力と研究を行い,共に反省し,
互いに支持し合い,お互いに優れている点については勉
強し合い,共に業務の資質を高めるべきである。
(5)教師は必ず生涯学習の意識と能力を備え,社会発
展に伴う教師の専門化能力に対し,その新しい要求に適
応する努力を怠ってはならなし、 社会,経済及び科学技
術の発展による新しい挑戦に対応できるために,教師は
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常に業務の水準を高め,自分の知識構成をうまく調整し,
知識の範囲を拡大すべきである;教育指導日標と本繊
の条件及び生徒の要求に基づいて,生徒の全面的な成長
を促進できる効果的な教育指導方法を積極的かつ創造的
に模索し, 自らが創造精神を持つ研究型の教師になるよ
うに努力すべきである。
(二)言語技能の教育指導に対する提案
1.リスニング技能の教育指導
教育指導の目的 :リスニングのス トラテジーを養成す
る ;語感 (語のニュアンス,英語に
対する感覚)を養成する ;特にリス
‐       ニ ングの過程で情報を得て処理する
能力を養成することを強調する。
基本技能   :方言のなまり,背景音などの要素に
影響されないようにする ;
キァワー ドをつかむ ;
指示語を聞き取り,その指示を実行
する ;
粗筋とテーマを聞き取る ;
物事の展開順序または論理関係を明
確にする ;
次に来る部分の内容を予測する ;
話し手の意図と態度を理解する ;
聞き取つた内容について評価する ;
会話が内包している深い意味を判断
する。
4「本地域」とは,学校の所在地域を意味する。
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主な教育指導活動の例 :
リスニング前の活動 リスニング中の活動 リスニング後の活動
● リスニングの目的を明確にする;
● 興味と学習意欲を呼び起こす ;
● 話題を詳しく理解する ;
● 大体の内容を予測する ;
● キーワー ドを処理する ;
● タスクを配置する。
● 聞きながら指示どおりの動きを
する ;
● 聞きながら選択したり,空欄を埋
めたり,線を引いたり,図を描
いたり:情報を補充したりする;
● 聞きながらノー トを書き取る ,
● 真偽を判断する。
● 討論する ;
● 聞き取つた内容を口頭または文
字で他人に伝える ;
● ノー トを参考に概要を書く:
● 聞き取つた情報を利用し,同じタ
イ トルを主題として,他の角度
から文章を作成する。
材料の選択について  :現実のコンテクストの中の会話;
教師の役割  :材料の提供,激励,啓発,指導,支援,
2.スピー キング技能の教育指導
教育指導の目的 :スピー キングの正確性,適切性,流
暢性,調和性を高め,語感を強める。
基本技能   :トピックを引き出す ;
コミュニケーションを維持する;
話しに割り込む :
話題を変える;
発話を交替する (t―‐taking);
主な教育指導活動の例 :
生徒のレベルに合わせる; 多種の発音を含んだ材米北
監督,評価。
注意を喚起する ;
意味をはつきりさせる ;
説明を求める ;
傾聴し理解を示す ;
会話を終わらせる意思を前もつて示す ;
音声とイントネーションを利用して意味を表現する。
スピー キング前の活動 スピーキング中の活動 スピーキング後の活動
● 目的を明確にする ;
● 興味を呼び起こす ;
● 話題と環境を理解する ;
● 言語の準備をする ;
● 酉己役とタスクを割り当てる。
● 人物と事件を描写する
● 過程と結果を報告する
● 役を演じる ;
● 情報を交換する ;
● 討論を行う;
● スピーチを実施する ;
● 弁論を行う。
● 結果を取りまとめ,報告する ;
● 講評する ;
● 文字で表現する活動をする。
材料の選択について  :生徒のレベルに合わせる; 生徒の生活に関連がある; 話題が具体的であり,目的が明
確である; 生徒の参加,協力を促す; 面白さど現実性がある; 言葉でコミュニケーションと
表現することに役立つ:
教師の役割  :模範例を示し,激励,指導,援助,監督,評価する。
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3.リーディング技能の教育指導
教育指導の目的 :リー ディングのストラテジー を養成
する;語感を養成する;特に生徒が
リー ディングの過程で情報を得て,
処理する能力を育成することを強調
する。
基本技能 :素読 0スキミング (skimming);
スキャニング (sca―g);
文章の次に来る部分を予測する;
あらすじを理解する;
主な教育指導活動の例 :
131-175
文章中の事実と意見をはつきり区別する ;
語彙の意味を推測する ;
推理し判断する ;
重要な細部を理解する ;
文章の構造を理解する ;
図表の情報を理解する ;
指示代名詞の関係を理解する :
論理関係を理解する :
作者の意図を理解する ;
読んだ内容を評価する。
文章の構造を企画する ;
要点を並べる ;
原稿を起草する ;
言葉を組み立てる ;
言葉遣いに気をつけ文を作る ;
文章を推敲する ;
思想性,面白さ,知識性があり,挑戦的で時代感がある。
教師の役割 :激励,啓発,指導,援助,監督,参加,フィードバック,及び評価。
4`ライティ:ング技能の教育指導
教育指導の目的 :事実,観点,感情,想像力を記述 ・
表現し,情報を交換し,規範的なラ
イティングの習ll■を養成すること。
基本技能   :構想を整理する ;
素材を組み立てる ;
リー ディング前の活動 リー ディング中の活動 リー ディング後の活動
?
?
?
?
?
?
目的を明確にする ;
話題を理解する ;
内容を予測する ;
語彙を予測する ;
興味と学習意欲を呼び起こす ;
タスクを配置する。
?
?
?
?
?
素読 ・スキミング ;
スキャニング ;
リー ディングの内容に従つて,図
を書いたり,図に印をつけたり:
線を描いたり,表を埋めたり,
順序を並べ,情報を補充したり
する ;
本に合うタイ トルを選択するま
たは加える ;
り十ディングの内容に従つて図
表を作成する ;
読みながら操作する ;
真偽を判断する。
●
●
?
?
?
?
?
?
?
?
?
読んだ内容を伝える ;
読んだ内容に従つて役を演じる:
討論を行う;
リライ トする
続きを書く;
要約を書く。
材料の選択について :生徒の生活に関連があり,言語のレベルも適している; 題材が幅広く,様式が多様である;
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ライティング前の活動 ライティング中の活動 ライティング後の活動
● インスピレーションを活発にす
る ;
● 興味を呼び起こす :
● 目的及び読者の対象を明確にす
る ;
● 主題を討論する ;
● 素材を集める ;
● 言葉を準備する ;
● 模範文を読む ;
● 要点を書く。
● 初稿を書く;
● 文章の構造を計画する ;
● 空白を埋める ;
● 絵を見て作文を書く;
● 図を文章にする ;
● 例文を模倣し作文を書く;
● 文をつなげて文章にする。
● 自分で修正する ;
● 相互に修正する :
● 個人またはグループでその場で
評価する ;
● 言語,文法,論理,言葉遣い,修
飾文字を検査する ;
● 黒板新聞,壁新聞を制作する。
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句読点などの文章記号とアルファベットの大文字 と小文字を正確に使用する。
材料の選択について :生徒のレベルに合わせる; 生徒の生活に関連がある; 話題が具体的であり,目的が明確で
ある ; 面白くて現実的である。
教師の役割 :指導,啓発,模範例を示し,相談,激励,講評などをする。
(三)教育指導活動の類型
1.調査と取材活動:生徒は取材のための問題を用意し,
取材の方法を決めて,取材した後結果を統計 ・分析
して,全クラスの生徒に報告する。特定テーマにつ
いて取材をする ;民意調査をする:決定または選択
をすると共にその原因を解釈する。
2.探究活動:教師は生徒をいくつかのグループに分け
て,生徒たちに英語で具体的なタスクを完成させる,
例えば :二つの絵,あるいは三編の文章の違う箇所
と同じ箇所を探し出す ;センテンスあるいはカー ド
の順序を並び替え,方向を教えたり,方向の指示に
従つてある位置を見つけさせる ;問題を分析し,問
題を解決するなど。
3.共同学習活動 :共同の日標を達成したり,共同のタ
スクを完成するために,決まつた時間内に生徒はグ
ループ活動を行う。グループの中の生徒一人一人は
具体的な仕事を分担し,自分の仕事に対して責任を
負い,協力して共同の日標を達成すべきである。グ
ループ活動中,生徒の各自の異なる条件を踏まえて,
生徒の特徴を効果的に発揮させるべきである。例え
ば :生徒がグループに分かれて自らあるテーマを選
び,そのテニマについて写真や情報を集め,ファイ
ル,レポー ト,展示の形で全クラスの生徒に報告す
るといつた活動が考えられる。
4.即興的な発言と討論 :あるテーマまたは問題につい
て,生徒にその場で個人の見方や意見を発表させ,
生徒の観点や意見が十分表明された後,教師は生徒
を指導して,その意見を分類三分析し,その中から
選択し,必要に応じて生徒の間で論証や弁論も行う。
その問題は簡単なものでも,複雑なものでもかまわ
ず,教師は生徒のレベルに合わせてこのような活動
を計画する。
5.反省活動 :1課分の授業が終わつた後,生徒は自分
の能力の向上を踏まえて,学習の過程とその結果を
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振り返る。反省は二種類の方法で行う:(1)日記を
書く方法で既習の言葉を使つて習つている概念を書
いたり,学習過程や学習活動及び学習興味に対して
評論したり,意見を発表したり,問題を提出したり,
次の学習について提案などをしたりする。(2)習っ
た内容と学習方法に関するアンケートを書いて,個
人の意見や提案を発表する。
6.思考訓練活動:生徒の思考能力と表現能力を効果的
に伸ばすために,教育指導の中で教師は図表を利用
してもよしヽ 生徒がその図表を使つて情報を整理し
たり,観点を表現したり,意見を発表したり, リー
ディングやライティングしたりする。以下にいくつ
かの図表によつて情報と観点を整理する活動を紹介
する:       .
(1)リーディングやリスニング活動を行う前に,あ
るテーマについてグループで生徒たちにもう知ってい
る情報を討論させ,教師はその情報を “What We
0離 RAT10N
(3)チャ■卜を通じて生徒を指導し,人物や事件な
どの同じ特徴と違う特徴を分析する。例として交差す
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HOSPITAL
Know"の欄に記入する ;その後,教師は生徒に彼ら
が知りたい,習いたい新しい情報を討論させ,これら
の内容を `¬ht We Want Ъ KnOw"の欄に記入す
る;生徒がリー ディングやリスニングの学習活動を行
う;活動が終わつて,教師は生徒を指導し,最後の欄
の内容を完成 させ る,つま り
“What We Have
■earned"の欄に習つた内容と情報を記入する。
What We
Knovr
WhatWeWant
To Know
What We Have
Learned
(2)ウェビングで示す。教師はキーワー ドを選んで,
ウェビングを利用して生徒の思考を啓発し,キーワー
ドと関連がある語彙や連語を言い出させ,ウェビング
図に記入する。下の図の通りである:
NURSE
MEDICINE
る二つの楕円で中日文化の異同を表示する :
Shared characteristics
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(4)リーディングあるいはリスニングを行つた上に,
得た情報に従つてフローチャニ トを設計して内容の発
展の過程を表す。まず,グループ単位で内容の発展過
程を討論して,フローチャー トを設計し,それからフ
(5)ツリー を利用し分類関係を表示する。教師はま
ず大きな枠組みを設計し,層ごとに一つの例を挙げ,
生徒に他の内容を補充させる。生徒に自分で分類の枠
(四)教学指導の案例
‐      教学指導案例1
教育指導目的:既習の言語を利用して日常生活の中
でよく遭遇する問題を討論し,そして問題を解決する
最も良い方案を定める。日頭と文字で表現する能力を
訓練することに重点を置く。
適合級 :6-7級
教育指導過程 :
1.導入 :(1)教師は生徒に日常生活の中にあるいく
ローチャー トによつて回頭あるいは文字による表現を
練習してもいい。例えば,生徒に服装の製作に関する
短文を読ませて,読んだ後にフローチャー トを設計す
る図を下に示す。:
組みを設計させてもいい。例えば,次の図は乗り物に
対する分類である :
つかの不愉快な事例を語る,例えば :人の後ろから
肩をたたくこと,許可なしで他人のものを触ったり
読んだり,どこにでもたんを吐くこと,ノックせず
に勝手に他人の部屋に入ることなどである;(2)生
徒にこれらと似た事をいくつか話してもらう;(3)
生徒にこのような状況に遭遇する場合どうすれ|れヽ
い力ヽ こついて話しあつてもらう。
2.生徒を6人グループに分け,各グループで班長■人
を選凡 生徒はグループ単位で生活の中で一番不快
Iro鷹i織塁
??
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に思うことについて意見交換し, しかもこのような
事が不快感を引き出す理由を簡単に説明する。班長
はよく話題に上がったことを記録する。
3.全クラスー緒に活動する。各班長は討論結果をまと
めて報告し,教師は黒板に各組の結果を並ぶ。
4.黒板に並んでいる事例を各グループに2～3種類を
配る。各グループに,現実の生活でこのような状況
に遭遇したらどのように対応するかということにつ
木村裕三/」LAS(vol.33,2005)131-175
いて討論してもらう。例):許可なく他人のものを触
るのが好きな人がいるとき,われわれはどのように
すれば,彼を傷つけずに,彼に問題を意識させて次
第に更生させるのことができるの力、
5.各グループは討論の結果によつて簡単なリー フレッ
ト (lea■t)を作成する,例えば :
教育指導過程 :
1.導入 :教師は以下の問題を出して,生徒に簡単に答え
てもらう:われわれはなぜ学校に来るのか?学校の教
育の主な目的は何なのか?誰が生徒の教育に対して責
任を負うべきなのか?
2.教師はリー ディングの課題を配る:生徒は`η砒yGo Ъ
School?"というテーマの文章を読む (本案例の最後
に掲載してある)。生徒に読みながら彼らが完全に賛成
する点とあまり賛成できない点に, じるしをつけても
らう。
3.生徒はグループ単位で (4～5人一l■l,彼らの意見,
特に文章の観点と一致しない意見を交換する。班長は
グループの中の中心的な意見の記録をとる。
4.各グループは全クラスの生徒に対し,討論の結果をま
とめて発表する。教師は黒板に簡単に記録する。
5。いくつか賛否両論がある論点を選んで,クラス全体の
WhOtlif 5omeone,ots yotメn th  shotJ10er t‐rO青〕bohind?
● Teli n,γぃyOu don't::ke thiSI
● Tell hirn you ore frlghtened when ho doos so.
● ASkれ'mいow he woりtO foo:iすother peop:e do the some to hi`η。
Whot if SOmeone enters yo嘲r room wltれけ、なnOCking at the doo「?
● TむIt him it's nOt polite to do 50,
● 餞Xp:Oin why you think he sh6むld knock beFott coming in.
● Alwoys lock yOur door fro“I舟事tde,
6.各グループは代表者を一名指定し,全クラスの生徒
に彼らが制作したリー フレットを発表する。
7.各グループは作つたリー フレットを教室の壁に貼
る。
コメント:この活動は教室での英語授業を生徒の実生
活に結びつけ,交流,討論を通じて,習つた言語を活
用するのみならず,生徒が生活経験を分かち合い,生
活の実際問題を解決することにもつながる。
教学指導の案例2
教育指導目的:リー ディング材料の内容を基礎として,
個人の経歴と感想を踏まえ,学校教育に関する問題を討
論する。リー ディングと表現する能力を訓練することに
重点を置く。
適合級 :6～7級
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生徒のどれくらし,がヽこの論点について賛成し, どれく
らいが反対しているのかを聞く。
6.改めてグループを分ける:ある問題について,同考え
を持つ生徒が一つのグループになり (4～5人までが
適切である),なぜその考えに賛成するのか (又は反対
するの力う ということについて討論し,理由をいくつ
か出してもらう。
7.各グループは代表者を一名指定し,結果を発表する。
8。その問題についての弁論を行う。
Ⅵ″hy Go loまじh ol?
SchtЮ1 15,、Ilc oi thc ftr、ls(湾)al、itlati●:is tllat you gむ() tttSide y()tiF ia議iヽ^
ty. Your attittt:deふ′、re decply sltaF)ed by ti■e typ●(bf cducat:ぜ,「.yc)tt receivで、
1)y tho pt・rsttnttliticぃol yr)1lr scl■()(〉 and its teacllttrs, at■d by he st:ital)ility
of the edtication lor your career()biectiVeド. ハ、itho、181■yttttr fir、t rosI))れ、 ・ド
t分,Otlr carly oducatiollnt el■viroAment werc l)rttbal)ly infittericr_・dl・y lhc atti、
ludc3 of yo、ぇI rarr,ily and friend、, v`)ur laler respon、es to lile it3せlf、″:l  bc
greatly aFfcctetl by llow alld where rOu Werc ctlucatcをL
13oth you and y(》ltF SCl■001 are respollsiblc for yottF eduCation: :t is rt
it(》Wュソstrcel, 卜成any peoP10 todaソarglle that today's tdЧcalional sy,I●In
docs not rrlcct the n(leく15 of its、ttldents. lf tllis is trtle, ti、cn thc entirc sysw
tcm of ottr ed1lo凛ti◇n lnt st he txttlvll,Ic・(l arld reo了gal i2e遷. lf the stat●Incrll:、
false↑ then it is the r●sponsibility of the edticatio,lal systenl to nttke people
beltev鮮!lle systtln ts a gOQ(l oneタ トk)edttcaFion夕I sy、te , :lowcTer, c●rt do
a good iob For yotl, tヽ9 stllden , ullless yc)u yourst・F n、ake contrib、lι:(,111()
the ttdttcat,onal process.
Thtt n〕象i  ttbiectiVe Or a schぃ。I sllolll(l be co teacit yo、l t 11)ink 〔く)r
yottrself, t●lind yotl=own value, and to deで■:op yollr poter、=talo Scbool is
nOt a place wheicメo敏51腱lDiy icartl the ideas o〔ott、cr peopic or tlle lk(1のtvI‐‐
edgeヽVFittCn trl l)ooks、
lo縫ho01, you n■1lst altvays aゝk yourscif 4‐lt,(StiOrl、 tlkt_・(|、c・54, ヽVi103e
ValLi億S atn l learnirlg? 腎Vhere(16 the teathers' :dcas co了Ylご fすoαtl 15 C∵try～
thing introdtlceピin tl■ご:taching nlaterials right tt1ld appropriate for n】cF
・「iltt bttt scllool is■ot the one tllat forccs yo豪i hc stttrlerlt, lo rit it,
but tllt oFle that tries its best io fit you. SO drDes yoなr scho01 fllソottr llter
ests and your nccds?
コメント:この活動の主な目的はリー ディングと自分の意見表現を有機的に結びつけ,生徒の批判的思考能力及び個
人の考えを述べる能力を重点的に育成することである。さらに,生徒は自分の経歴と体験を踏まえて考えを発表する
ことができ,従うて生徒の実生活に関連がある。
教育指導の案例3           教育指導目的 :5つの英語圏国家の地理の概況とそれ
(地理の知識を主題とする本文を習つた後で)    らの国の主な都市と河り||などの英語名称を詳しく理解す
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る。主としてリー ディングの技能,コミュニケニション
の技能,そして表現の技能を訓練する。
適合級 :6～7級
教育指導過程 :
1.教師は前もつて百科事典などの書籍から,イギリス,
アメリカ,カナダ,オーストラリア,ニュージーラン
ドなど主要な英語圏の国家に関する資料を集め,生徒
に対しても事前にこれらの資料を収集させてもいし、
2.教師は黒板に中国の地図を簡略化した図を貼つて,そ
の上に英語で主な都市,7耐||,山脈,砂漠の名称及び
周辺国家の名称をつけ,生徒に簡単な説明をさせる。
3.全クラスの生徒を5つのグループに分けて活動を行う。
各グループは5つの英語圏国家の中から一つを選ぶ:
教師は前もつて準備した資料を各グループに配る。各
グループは教師が配つた資料と自分が集めた資料を見
て,選んだ国のスケッチ図を描き,英語でその国の主
な都市,河川,山脈,森林などの名称をつける。そし
て他の関連情報も探す,例えば,人口,主要な民族,
風俗など。
4。各グループ国頂番に彼らが描いたスケッチ図を黒板に
貼つて,全クラスの生徒に簡単にその図について語つ
てもらう。
5。スケッチ図をクラスの壁に貼る。
コメント:この活動は主に生徒の情報を収集する能力,
情報を調べる能力,情報を処理する能力,異なる形式で
情報を表現する能力を訓練し, リーディングと表現を結
びつける。さらに,この活動は言語知識と技能の学習を
文化背景の学習と融合することにも役立つ。
教学指導の案例4
教育指導目的:生徒はコマーシャルから情報を獲得し,
コマーシャル用語を学び,コマーシャルの企画 ・実演
を試みる。
適合級 :6級
教育指導過程 :             ‐
1.教師は前もつて様々な食品又は娯楽・文化とスポーツ
用品のコマーシャルを収集する。
2.授業中,生徒の最も印象深いコマーシャルを生徒に
答えさせ,なぜそのコマーシャルに対する印象が深
いの力ヽ こついて討論する。
3.教師は生徒に幾つかの英語のコマーシャルを提示し,
コマーシャル言語の使い方及び文章の特徴について
分析させる。
4.教師は学生に幾つかの物品を提供するかあるいは生
徒に自分で物品を選択させる。グループ単位で生徒
はこれらの物品について文字や画像によるコマーシ
ャルを作成する。
5.各グループはクラス全体の生徒に自分が作成したコマ
ーシャルを提示または実演する。
コメント:この活動は生徒の思考を啓発し,生徒の観
察力,想像力,新機軸を打ち出す能力及び共同精神を養
成する。英語のコマーシャルを媒介とし,英語を勉強す
ると同時に,生徒に自分の才能を明示するチャンスを与
える。
二,評価提案
評価は英語課程の重要な構成部分である。科学的な評
価システムは課程の日標を実現するための重要な保障と
いえる。英語課程の評価は,課程標準の目標と要求に従
い,教育指導の全過程及びその結果に対し,有効な管理 ・
監督を行うという役害1を果たさなければならない。英語
課程の学習過程において,評価を通じて進歩と成功を絶
えず生徒に体験させ,自己を認識させ,自信を作り上げ,
学習ストラテジー を調整する。そして,総合的な言語運
用能力の全面的な伸長を促すのである。また,評価によ
つて,教師は英語の教育指導におけるフィー ド・バック情
報を得, 自分の教育指導活動に対して反省し,適切な調
整を加え,教育指導のレベルを絶えず高める。評価によ
つて,学校は課程標準が実行された状況を迅速に把握し,
教育指導への管理を改善し,英語課程の継続的な進歩と
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完備を促すことができる。
(一)評価原則
1.生徒が評価中の主体であることを体現する
生徒は学習の主体であり,教育評価において生徒の総
合的な言語運用能力を伸ばすことが出発点となる。評価
は生徒の自己認識, 自信確立のためになるもので,生徒
の学習過程に対する反省と調整の一助となり,彼らの総
合的な言語運用能力の伸展を促進する。教師は,学習能
力の伸展に対する自己評価の重要性を生徒に認識させ,
自己評価の方法も修得させる。しかも学習中に生徒に積
極的,効果的に評価を活用させ,絶えず学習の自主性を
高める。各種の評価活動に際して,生徒は積極的な参加
者となり,また協力者となる。
2.多元的で多様な評価システムを作り上げる
英語課程の評価システムにとつて,評価主体の多元化
と,評価形式の多様化を具体的に示さなければならなしゝ
評価に際しては,生徒の総合的な言語運用能力の発展過
程と学習の効果に注意を払うべきである。
評価を教育指導の過程に有機的に組み入れるために,
開放的で,ゆったりとした評価の雰囲気を作り出し,生
徒,生徒のパー トナー,教師及び保護者の共同参加を奨
励し,評価主体の多元化を実現すべきである。
形成的評価と総括的評価を合わせた方法を提唱 し,結
果に関心を持ちながら,過程にも注意を払い,形成的評
価を主とする ;定性評価と定量評価を合わせ,定性評価
を主とする;他評 (他人による評価)と自評を合わせ,
自評を主とする;総合的な評価と単一項目の評価を合わ
せ,総合的な評価を主とする。
生徒下人一人の認知特徴,学習方法及び段階的成長レ
ベルには一定の差がある。日常の教育指導において,教
師は,生徒の差異に基づき,適切な評価方法を採用する
ことに注意を払わなければならなし、異なるレベルの評
価目標を設け,生徒が自分に合った評価方法を自主的に
選んでもよく,そうすることによつて,生徒は十分に自
身の優れた点を示すことができ,異なるレベルの生徒に
成功を体験させることができる。
3.生徒の成長における形成的評価の効用を重視する
形成的評価は,教育指導の重要な構成部分であり,ま
た,推進要因でもある。形成的評価の役割は,生徒の日
常学習中の様態,獲得した成績及び生徒が表出した情感,
態度,学習方法などの伸展状況にっいて評価することに
ある。その目的は,生徒の学習への取り組みの奨励, 自
分の学習進度に対する迅速で効果的な調整,生徒に成就
感を味わわせ,自信を強め,協力精神を育てること,に
ある。形成的評価は,評価を受け入れていた生徒が,主
体的で積極的な評価の参加者に変わることを促す。
形成的評価は多様な方法が考えられる,例えば授業中
の学習活動の比較評定, 日常宿題の比較評定,課外活動
への参加と講評,学習効果の自己評価,学習記録ファイ
ル,アンケー ト,訪問面談,生徒の状況に対する保護者
のフィー ド・バックと評価,通常テストなどである。高校
段階の形成的評価は生徒の年齢特徴と認知水準に合わせ
るべきである ;高校段階の形成的評価の役害1は総合,語
用,協力,思考などの面の機 を持つべきであり,簡単
な微視的言語行為に対する評価だけではない。それより
評価はより生徒が総合的な言語タスクを完成する際に表
した情報を自主収集,処理する能力;他者と討論,協力,
コミュニケーション,協調する能力 ;条理的にタスクの
成果を提示する能力,といつた能力に注目すべきである。
形成的評価の記録方法に関しては,描述型評価,段階型
評価および採点などの方法を取り入れる。どんな方法に
しても,評価によってプラス志向の激励する作用がはた
らくようにしなければならない。教師は生徒の評価結果
に応じて,各生徒とのコミュニケーシュンを異なる方法
で実施し,生徒の進歩を充分に認め,生徒の自己反省と
自己進歩を奨励し,保護者との交流にも注意し,保護者
5この箇所は 「評価を総合的に考えるという点における
特徴,高校生の語の用法における特徴,高校生としての
協力という視点における特徴,高校生としての思考にお
ける特徴」という意味である。
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の効果的協力を求めるべきである。
4.総括的評価は生徒の総合的な言語運用能力を考査す
るべきである
総括的評価 (例えば期末試験,卒業試験等)は生徒の
総合的な言語運用能力の伸展状況を測定する重要な手段
であり,教育指導の効果を反映することができ,学校運
営の質的内容を反映する重要な指標の一つである。総括
的評価の日標は,生徒の総合的な言語運用能力を考査す
ることであるべきで,課程の総括的評価は期末試験や卒
業試験などの定量評価の方法を利用してもよいし,項目
報告,小論文,演技,または実演などの方法を利用して
もよく,一定時間の学習が終了した後,生徒の言語レベ
ルを科学的かつ全面的に考査する。テストは口頭試問,
リスニング試験,筆記試験などの形式が含まれ,生徒の
総合的な言語運用能力を全面的に考査する。スピーキン
舛試験は生徒の表現 ・コミュニケーション能力とコミュ
ニケーションの有効性を考査することに重点を置くべき
である。リスニング試験は学期試験,期末試験及び卒業
試験中に占める割合が少なくとも20%以上であること。
リスニング試験は,生徒が情報を把握し,理解する能力
を考査することに重点におき,コンテクストを無視した
単純な音節の弁別または文法知識問題を試験の対象とは
しない。筆記試験は,単純な音節知識問題及び文法知識
問題を避け,コンテクストのある応用型の問題を増やす
べきである。適宜客観的な問題を減らし,生徒の思考表
現に役立つ主観的な問題を増やすべきである。生徒の試
験成績の公開や,成績によつて順位をつけることをして
はいけない。
5.評価結果の教育指導効果に対するフィード・バック
作用を重要視する
教師は生徒の学習及び教師の教育指導に対する評価の
フィード・バック作用に常に関心を寄せらなければなら
ない。例えば:
(1)評価は生徒の自主性の伸展及び自信の確立を促し
たかどうか?
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(2)生徒の学習成果を反映したかどうか?
(3)生徒の学習における問題点と不足点を反映したか
どうか?
(4)教育指導における教師の成功点と不足点を反映し
たかどうか?
教師は評価結果を客観的に分析し,真摯に研究し,教
育指導において存在する問題及びその問題を生じる原因
を探し出し,迅速に教育指導計画と教育指導方法を調整
し,生徒一人一人の具体的な状況に対して提案を提出し,
指導を与えるべきである。
6.評価は必修科目と選択科目の違う特徴を具体的に現
すべきである
普通高校の英語課程は必修と選択の二つのタイプに分
けられ,この二種類の間には,関係性があり,区別もあ
り,共に生徒の総合的な言語能力を高めるための役割を
果たす。評価する際,二つの授業の間でのつながりにも
注意し,異なる特徴にも注意すべきである。必修科目の
評価は共通基礎を重視すべきであり,選択科目の評価は
選択科目自身の特徴と要求に基づいて評価するべきであ
り,差異性と多様性を重視する。伝統的で,融通性のな
い評価モデルを打ち破り,選択授業自身の特徴と基準に
基づき,生徒の個人差と個性成長の必要性に従つて,新
しい積極的で柔軟かつ多様な評価方法を模索し,教学指
導の目標の実現を促す。
高校英語課程の選択科日の総括的評価は思想を開拓し,
選択科日の基本理念と教育指導モデルに基づき,できる
だけ豊富で多様な評定と評価方法を採用する。例えば小
論文,実験報告,観察記録,授業での表現,特定テーマ
の講演,弁論,演出などの方法で行い,成績の記録方法
もさまざまな方法とその方法の組み合わせを試すことが
できる。
7.実際の効果を重視し,合理的,適切に評価手段を利
用する
評価は課程の実施を保障するための重要な手段であり,
教育指導活動の有機的な構成部分でもある。教育指導の
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過程において使用された各種の評価方法は教育指導活動
の展開につながり,生徒の学習能力の向上にも貢献すべ
きである:評価方法は簡単で実施が容易であり,煩雑な
評価刊1贋による日常の授業を妨害することを避けるべき
である。評価活動の質と行うタイミングを重視すべきで
あり,評価が積極的で,意義がある学習活動であること
を生徒に感じさせる ;評価が形式に流れること,あるい
は評価活動が不適切であることによつて,生徒に心理的
な負担と不快な気持ちが生じることを防ぐべきである。
つまり,評価のために評価をすること,あるいは評価を
目標として教育指導を行うことは絶対しないようにする
こと。
8.各級別の評価は課程の目標に従う
生徒の学習に対する評価は,課程の目標と各級別の教
育指導の目標に立脚すべきである。七級:八級,九級の
評価は,国家,省,市の教育主管部門の指導下で行うベ
きである。課程の評価は学校で実施し,形成的評価と総
括的評価を合わせた方法で行う。選抜性の試験は本課程
標準に従い,当地の実情を考慮し,適する評価級別を確
定して試験の規準を制定する。
異なる目的に合わせ,違う評価手段と方法で模索する
ことに努めるべきである。また,英語評価の研究を計画
的に行い,英語試験と評価を専門的に行う権威がある機
構を設立することを奨励すべきであり,基礎教育段階の
英語評価を編制するとともに,それを実施 ・指導し,評
価と試験が持うている,成績に好影響を与える鶴 fを効
果的に果たすべきである。
(二)評価方法及び案例
生徒の学習に対する評価は,生徒の言語知識と言語技
能に対する把握に注目する必要があり,生徒の総合的な
言語運用能力の伸展を重視する必要があると同時に学習
の過程で表出された感情態度と参加の態度 ・様子をも重
視すべきである。ここの参加には行為の参加だけではな
く,感情の参加と思考の参加も含まれ,学習の過程にお
ける生徒の態度と価値観の形成を重視する必要もある。
従つて,評価は筆記試験だけではなく,生徒の総合的な
言語運用能力,学習態度,行為表現,思考能力及び自主
学習能力などを促進するような評価方法と評価基準を採
用すべきであり,そうすることによつて,評価が生徒の
学習を激励 ・促進し,教師の教育指導の改善を導く機能
と役割を果たす。評価の主体については,教師の生徒に
対する評価があるが,生徒の自己評価と相互評価も必要
である。積極的で効果的な評価は,英語教育指導の全過
程を貫き,形成的評価と総括的評価と有機的を融合する
必要がある。教師は教育指導の過程において,教育指導
の必要に応じて異なる評価手段を創造的に発展させ,使
用することを特に重視すべきであり;生徒の成績におけ
る形成的評価と総括的評価の割合を調整し,両者を有機
的に融合させ,教育指導の全面的な質の向上を目指した
評価の役害1を効果的に果たさなければならない。
1.形成的評価
形成的評価は教育指導過程にける重要な構成部分であ
り,形成的評価活動と評価方法はできるだけ生徒の学習
経歴,教師の教育指導方法,及び現実の生活に関連すべ
きである :生徒が習つた知識を実生活で活用することが
できるように,意義ある評価活動を行う。このために,
われわれは形成的評価活動の案例を提供し,この中にリ
スニング・スピニキング能力に対する評価, リーディン
グ ・ライティング能力に対する評価,項目活動に対する
評価,学習記録ファイル活動に対する評価,および共同
学習と思考能力の成長に対する評価などを含む。われわ
れは一部評価活動の中に評価の参考標準も提供した。教
育指導の評価を行う際,教師は自分の教育指導目標,教
育指導の内容,生徒の学習環境及び生徒の個人差などを
合わせ,自分の教育指導と生徒の学習に合う評価手段を
計画し,確実に実行できる評価標準を定める。
(1)リスニング ・スピーキング能力に対する評価
生徒のリスニング・スピーキング能力に対する評価は6ぃゎゅるwishback ettctを指す。
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できるだけ日常の教育指導活動に近い方法で行うべきで
あり,教師は授業中に多種のリスニング・スピー キング
活動を行うことを通じて,活動中に生徒の表現と参カロ状
況を観察・記録し,生徒に対して評価を行うことができ
る;生徒が自分に対する評価や他のクラスメンバーまた
はグループに対する評価に参加することも奨励する。
lalリスニング・スピー キング能力の評価活動の例 :
状況を述べる 過程と結果を報告する  講演する
役を演じる  取材活動を行う 物語または
意見を伝える  なぞなぞ遊びをする  短い劇を演
じる  小規模の弁論会を行う
木村裕三/」LAS(vol.33,2005)131-175
0リ スニング・スピーキング能力の参考的評価標準
生徒のリスニング・スピーキング能力に対する評価は
主に音声,イントネーション,聴解,表現の流暢さ及び
表現を理解できる程度,言葉遣いの適切さ,コミュニケ
ーションストラテジー,文化理解及び生徒の表現過程に
おける行為などから生徒を評価することができる。一般
的に段階型方法を利用して成績を記録する。ランク4は
一番良い評価で,ランク1は生徒が教師の指導のもとで
もつと努力する必要があると表明している。教師の生徒
に対するフィー ドバックはできるだけ描写的言語を使う
べきである。以下の標準を参考にすること。
ぱ 4 3 2
聯
相手または他人の英語
を聞き,それを理解し,
持続的にコミュニケー
ションを行 うことがで
きる
相手の英語を聞き,その
ほとんどを理解し,比較
的スムーズなコミュニ
ケーションを維持する
ことができる
相手の英語を聞き,その
一部を理解し,コミュニ
ケーションを何とか維
持することができる
相手の英語を聞いてほ
とんど理解することが
できず,持続的なコミュ
ニケーションができな
い
流暢さ 流暢である 比較的流暢である 不自然な中断がある
よく中断し,躊躇し,表
現はつながらない
音声・イント
ネーション
音声は正しくはっきり
していて,イントネーシ
ョンが自然である
個別単語の発音が正し
くないが,比較的自然で
あり,理解に対する影響
がない
幾つかの発音が正しく
なく,イントネーション
が少し不自然であるが,
大体理解できる
音声,イントネーション
が不自然であり,聞いて
もあまり理解できない
理解できる
離
とても理解 しやすい 大体理解できる 理解するのが難しい
理解するのが辞非常に
困難である
言葉遣い
言葉遣いが豊富であり,
適切である
言葉遣いが比較的豊富
であり,わず力ヽ こ言葉が
適切ではない
言葉があまり豊富では
なく,幾つかの語彙が適
切ではない
言葉遣いは極めて不適
切である
-  - -  -  
- ,Fr
- \ + F r l
- / = / 7
t -77 - / *
表情や手振 り及びその
他の言語手段を通じて,
コミュ_ケーションの
際の困難を積極的かつ
柔軟的に解決すること
ができる
表情や手振 りなどの方
法を利用して,なんとか
してコミュニケニショ
ンの際の困難を解決す
ることができる
一つ以上の方法を利用
し,コミュ■ケーション
の際の困難を解決する
ことができる
コミュニケーションの
際の困難を効果的に解
決することができない
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夭 4 3 2
文化理解
文化知識の適切な運用
が反映されている
ある程度の文化知識の
運用が反映さ'しかつそ
の運用が比較的適切で
ある
文化知識の運用が十分
に反映されていない
文化知識の運用が全く
反映されていない
行為表現
生き生きして活発であ
り,情熱的で積極的であ
り,相手/観衆とのコミ
ュニケーションを維持
する
地較的情熱的であり,相
手/観衆との間にある
程度のコミュニケーシ
ョンを維持する
情熱が不足しており,相
手/観衆と有効的なコ
ミュニケーションが欠
けている
主に原稿/ノー トを読
んでおり,相手・観衆と
の間にコミュニケーシ
ョンがない
(2)リー ディング能力に対する評価
6)リーディング技能の評価内容の例 :
●作者が伝えたい主要な情報を探し出す ;
●要求に従い言語の構造,内容,物事の展開順序と手
順を見分ける ;
●内包する主旨または観念を見分ける ;
●テクストの中にある考えの筋道の展開と論理関係を
0リ ーディング能力の評価の参考表
見分ける ;
●事実,証拠,観点及び定義と仮説などの情報を見分
け,認識し,比較する ;    ‐
●事実と証拠を評価し,判断する ;
●文章中に提供された事実と証拠に基づき,結論を導
く;
●論理による推定 ・判断などを行う。
評価内容 より高い基準 基本基準
リー デイングストラテジエに対する
評価
ほぼ独力で読むことができ,参考資料
を選択し,効果的に使用することがで
きる
リー ディングの目的と段落の違いに
応じて,リー ディング速度とリー ディ
ング方法を調整することができる
言語知識のマスターに対する評価
マスターした語彙の量が比較的豊富
であるが,常用外の連語とフレー ズに
対して理解が困難な可能性がある;下
般的な文体と題材の段落によくある
言語構造と言語現象を理解すること
ができる
言語構造が少し難しいか新しい言語
現象がいくつか含まれている段落を
理解することができる
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(3)ライティング能力に対する評価
総括的試験において生徒の文章表現能力に対して考
査と評価を行う以外にも,平日の教育指導において,
教師はさまざまな形式で生徒のライティング能力を考
査することができる。
(a)ライティング能力の評価活動の例 :
日記または手紙を書く  説明文を書く 報告を書く
グリー ティング・カードを書く 電子メールを書く
叙 事 文 を書 く 簡 単 で短 い 物 語 を書 く
レジュメを書く  絵入りの説明文を書く
小論文を書く   短い詩を書く
木村裕三/」LAS(vOl.33,2005)131-175
6)ライティング能力の評価参考表
生徒に優れたライティング習慣を身につけさせるた
めに,生徒はライティング能力の評価標準を理解すべ
きである。ライティング能力に対する評価は,単語の
つづり,句読点などの文章記号の使用,文法運用の適
切度,ライティングの内容:ライティングに対する態
度,表現の論理性及び創造性などの面で行う。以下の
標準は生徒の自己評価,仲間による相互評価,あるい
は教師による評価の参考根拠となりうる。評価はでき
るだけ描写的言語を使つて,生徒を奨励することを主
眼とし,問題を指摘する。
評価内容 より高い基準 基本基準
談話能力に対する評価
主要な観点および事実と,支持の機能
を持つた一般的な事実を区別するこ
とができ,段落における主旨の展開の
の成り行きを見分けることができる
段落,テクストの中の主要な情報及び
観点における論理の組織構造を判別
し理解することができ,各部分の相互
関係を理解することができる
語用能力に対する評価
段落の中の一般的な文化情報を理解
し,鑑賞することができる
段落の中の一般的な文化情報を大体
理解することができる
等 級
評価内容
優秀 満足/合格 努力が必要
内容
思想/観点があり,感情があ
り,意義/面白さがある
ある程度の意義/面白さがあ
り,観点があまり明確ではな
く,内容が少し単調である
内容が単調であり,面白くな
い
論理性
表現は明確であり,論理性が
強い
表現は比較的明確であり,あ
る程度の論理性がある
表現は明確ではなく,論理性
に乏しい
つづりと文章記号 全部正しい 幾つかの誤りがある たくさんの誤りがある
文法の運用
現在の学習の理解が反映さ
れ,わずかな誤りがある
幾つかの誤り,例えば主語 。
述語の組み合わせにおける間
題,動詞時制の運用に関する
問題などがあり, 日下の学習
レベルが完全に反映されてい
ない
たくさんの文法の誤り,例え
ば主語 ・述語の組み合わせ錯
誤の頻度が高い,時制は現在
時制しかない,といった誤り
がある     .
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等 級
評価内容
麟 満足/合格 努力が必要
努力程度 基準を超えている 基準に合致する
努力不足で,ごまかす現象が
ある
倉J運封生*
創選罫生があり, ,長動 が強く,
内容が真実であり,書体も端
整で清潔である
ある程度の創造性思考があ
り,簡潔で,構成が完全であ
り,書体も大体清潔である
創造力や計画性が乏しい,内
容が不完全であり,事例が真
実ではない
*創造性の欄の内容は,生徒のクリエイティブライティングの評価を行うときの参考とする。
(4)作品の展示,演出などの活動の表現に対する評価
平日の授業で,教師は様々な表現と協力のある学習活
動を計画し,生徒に企画,設計,演出などの方法を通じ
て各自の才能を表現させ,生徒に十分な表現の自由と協
力の機会を与え,活動中に生徒評価を行う。以下はこの
種類の活動の評価方法及び評価標準に対する提案であ
る :
0活 動表現と共同学習の評価参考表
(a)作品の展示及び演出などの評価活動の例 :
絵入り物語を書き編集する  絵,写真などで説明する
集めた品物の展示と説明
コマーシャルの設計と説明展示 芸術作品の展示と説明
壁新聞/タブロイ ド版新聞のデザイン
服装のデザインと説明展示  歌 曲,舞踊の演出
手作り作品の展示と説明
報
評価内容
4 3 2
仕事分担の
合理性
仕事の量が平均的に分
担される
仕事の分担があまり平
均ではない
主に少数の人が仕事を
担う
主に一人が仕事を担う
タスクの
完成過程
初めから終わりまで全
力を仕事に投入する
大部分の時間を仕事に
投入する
一部分の時間だけを仕
事に投入する
仕事にほとんど参加し
ていない
協力表現
討論が自熱し, グルー
プメンバーが互いに尊
重する
一定の討論があり,グ
ノL/―プメンバーが互い
に尊重する
討論が少ない,討論中
によく話題を変えて,
あまり他人を尊重して
いない
討論する興味がない
他人を尊重しない
作品/演出の質
内容が完全であり,情
熱と創造性が溢れてい
る ;デザインが斬新で
あり,芸術性が高い
内容が完全であり,一
定の情熱と創造性が表
出している ;デザイン
が比較的斬新で,ある
程度の芸術性がある
内容が比較的完全であ
る ;創造性が足 りな
い ;デザインが普通で
あるが,態度が真剣で
ある。芸術性はあまり
高くない
内容が完全ではない ;
倉J造性が乏しい ;態度
があまり真貪1ではない
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(5)その他の評価活動
生徒のリスニング,スピー キング,ライティング能力
を評価する以外にも,できるだけ生徒の生活に近い方法
で活動の計画と評価を行うべきである (下に並んでいる
日常生活によくある活動方法のように)。評価の標準は上
の評価表を参照してもよいし,教師は必要に応じて,生
徒と共に話し合い新しい評価標準を定めてもよい。
(a)日常生活活動
各種の表を記入する 手紙を書く アンケー トを書く
小切手を記入する  地図を調べる
方位を簡単に述べる
簡単な紹介を書く  メニューを読む
電子メールを書く
日記を書く  伝 言する (口頭,文字)
家族メンバーを紹介する
0)メディア技術類活動
コマーシャルの制作  マルチメディアでの実演
ホームページの制作
観光ガイ ド  ニュースの報告  速報の制作
コンピューター図形の制作  室内のデザイン
スライ ドの展示
新聞の制作  調査結果の展示  特定テ,マの報告
0思 考評価活動
高校英語課程は教育指導と評価において生徒の思考能
力の深化を促進することに注意すべきであり,生徒の思
考能力の育成を教育指導と評価活動の中に有機的に融合
させる。教師はリスニング,スピー キング, リーディン
グ,ライティングについて授業中に評価活動を計画し,
生徒の積極的な思考を刺激する。思考評価活動を通じて,
生徒の思考能力を十分に披露させるだけではなく,彼ら
の思考能力の成長も効果的に促進し,情報を組み立てる
能力と情報を活用する能力を高めることもできる。以下
に出ているのは生徒の思考能力の成長に役立つ評価活動
であり,参考として提供する。
木村裕三/」LAS(vOl.33,2005)131-175
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類比の活動を行う  概念図を書く 問題を解決する
分類の活動を行う  決定を下す  試験問題を作る
因果関係を分析する  実験を計画する
学習の過程と成果を反省する
図表で情報を整理する  日頭 ・文字説明をする
討論の意見を総括的に述べる
問題を観察し,発見する   .
ある問題/観点に対して評価する
関係図/意義図/網羅図を書き,事物の間の関係を確
立する
対照と比較を展開する   問題を分析する
(6)学習記録ファイノイ
(a)学習記録ファイルの構成
学習記録ファイルは,生徒一人一人の学習過程におけ
る努力,達成した進歩を展示し,学習成果を反映する一
つの集合体である。普通は,学習記録ファイルは一つの
フォルダーの形式にまとめられ,生徒の代表的な学習成
果 (宿題,作品)及び反省報告書が保存される。学習記
録ファイルを作り上げることによつて,自ら完成した宿
題を生徒自身がよく検査することを促し, しかも,比較
的満足できる作品を自主的に選んでいくうちに,自分の
学習方法および学習成果を振り返り,学習の自主性と自
信を育む。学習記録ファイルは,先生,親及び他者に生
徒の進歩の記録を提供することもできる。学習記録ファ
イルは,わず力ヽ こ選択された部分の宿題しか収集しない
が,生徒が評価に参加する主体であることを表してい
る :生徒は自主的に学習記録ファイルの内容を選択する
ことに参加し,選択基準を確定する。
学習記録ファイルを作り上げることを通じて,生徒は
教師の指導と解釈に頼つていた状況から,次第に自主的
に学習できるようになる。先生は選択基準について説明
し,その手本を示すことを通じて,生徒は次第にこの過
7ポー トフォリオ評価と同じ概念である。
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程を熟知する。さらに,この過程への理解が深まるにつ
れ,生徒は単独か,または協力して,最も良い宿題を選
び,グループの中で選択した理由について討論すること
ができる。学習記録ファイルを作り上げることを通じて,
生徒は単独で宿題に対して振り返りを行い,自信を持つ
て,同級生に宿題を展示できることを期待する。 |
学習記録ファイルは下記の内容を包括するべきであ
る :
●新しい課程が始まるとき,生徒の学力を反映する記録
フアイノ咤
●生徒の学習活動に関する記録,例えば:授業中の朗読,
暗誦,及び演技などの状況
●書面宿題の見本 :通常は生徒によつて決められ,生徒
が最も満足できる作品を収入する。
●生徒の学習状況に対する教師と親の観察講評。
●授業中のテスト記録 :教師による採点のもの,教師の
指導の下で同級生による採点/講評,または自分採点
/講評。
●図工作品秀作集,例えば:絵,絵入り物語,ポスター,
図表説明,あるいは連続漫画など:
●創作作品秀作集,例えば:日記,随筆文,手紙,報告,
調査,小論文,詩または物語なa
●マルチメディアの制作と展示,例えば :図画文字の展
示,ソフトの制作またはホームページのデザインなa
●自分の学習態度,学習方法及び学習効果に対する生徒
自身の反省および評価。
学習記録ファイルの情報を使つて形成的評価を行うと
き,結論の説得力が保証できるように,各見本が一定の
数量に達することに注意しなければならない。通常は,
見本が十分に生徒の学習の進歩過程を客観的反映できる
ように,学期の初めから,収集すべき見本とその数量を
確定するべきである。学習記録ファイルは生徒が手に取
れる場所で,彼らがいつでも調べられるように保管する。
6)学習記録ファイルの評価参考表
学習記録ファイルの評価は,生徒の総合的学習レベル
と学習能力に対する総合的評価であり,ファイルの外観
のデザイン,組織構造,および内容の完全性に注意しな
ければならないし,生徒の自主学習意識の形成及び創造
的思考能力の成長にもより重視しなければならない,例
えば :記録ファイルの内容の選択基準及び生徒の自己認
識と反省の程度。下記の評価表は生徒の自己評価,仲間
の相互評価及び教師評価の参考根拠とすること。
2.総括的評価
総括的評価は学期考査,学習段階考査,および卒業考
査を含み,一般的に試験の形式を採用する。総括的評価
は生徒の総合的な言語運用能力の考査を目標とするべき
である。試験の目的と試験問題の設定に関しては,課程
標準が定めた相応のランクの日標と合わせるべきであ
る :(原文ママ)生徒の年齢特徴と認知能力に適応する。
傲 優秀 非常に良い 良い 進歩中
内容
選ばれた作品は質がと
ても高く,強い論理性
と分析能力を反映して
いる
選ばれた作品は質が比
較的高く,比較的強い
論理性と分析能力を反
映している
作品は部分的にある程
度の論理性と分析能力
を反映している
選ばれた作品は成果と
論理性を反映 していな
い
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麒 麟 非常に良い 良い 進歩中
組織構造
組織構造が明確であ
り,作品の連続性に論
理があり,読んで理解
が容易である
比較的良質の組織構造
があり,作品と内容に
関連性があり,連続性
が自然である
ある程度の組織構造が
あり,主題の間に連続
性がある
組織は順序がない,主
題の間に関係性と連続
性がない
完全性
内容が完全に整ってお
り, しかも付け加えら
れた内容が豊富である
内容が完全に整ってお
り,付け加えられた内
容がある
要求された内容が整つ
ている
要求された内容が整っ
ていない
欄
とても顕著な専門的水
準性がある
魅力があり,清潔で上
品である
比較的清潔であり,き
ちんとしている
あまり,青潔ではなく,
費やした時間が足りな
い
創造性
創造性が溢れている,
個人の思考と理解が深
い
ある程度の創造性,個
人の思考と見解がある
倉1造性,個人の思考及
び見解が少しある
創造性,個人の思考と
見解が乏しい
反省の程度
高度な分析能力と思考
能力を反映し,道理と
根拠がある
一定の時間を投入して
反省し,事実に基づい
て, とても良い詳細内
容がある
学習過程に対してある
程度の反省があり,そ
の反省が事実に基づい
ている
非常に短い反省しかな
く,軽率で,あまり事
実に基づいてない
顕著な長所
改正すべき点
総括的評価では,理解と表現のタスクを通じて生徒の言
語知識を運用する能力を検査する。大規模の総括的評価
においては,操作の実行可能性を考慮し,言語技能に対
する評価は,一般的にリスニング,スピー キング, リニ
ディング,ライティングの各項目の技能に対して別々に
試験問題を作る。しかし項目の設計と評価標準の設定は,
現実的な言語応用の必要性に応じて技能の総合性を具体
化しなければならない。試験問題は主観的な試験問題が
一定の割合を占めるべきであり,特定のランクの目標水
準と具体的な試験問題の要求に従つてその割合を決める。
試験の形式は生徒が熟知している形でなければならない。
同時に,試験の頻度と試験問題の量を厳しくコントロー
ルしなければならなし、 ライティング,スピーキング試
験などのような主観的試験問題の信用度を高めるために,
大規模な試験では厳密な採点標準と採点方法を決めなけ
ればならない,作文を採点する人やスピーキングの主任
試験官を育成すべきである。
教育領域におけるコンピューターなどの様々な教育指
導メディアやインターネット技術の幅広い応用といつた,
英語の教育評価にとつての技術的支援があり,また,英
語の教育評価が拡大する余地もあつた。インターネット
環境とマルチメディアに基づく評価システムは,人を基
-168-
完訳版 『普通高中英語課程標準 』(2003年)
本とするという教育思想を実現することにより役立ち,
個性化,多様化という現代的評価理念を具体化する。各
種の試験と評価システムはこのような技術進歩を積極的
中華人民共和国高等学校英語教育の指針
に適応し,利用し,試験と評価にさらに活力を持たせ,
より広い適用性と適応性を持たせる。
(1)リスニング技能及び試験問題の設計
テスト要点 テストの方法 説 明
1.具体的な,事実である情報を獲得する ;
2.主旨,要旨を理解する ;
3.聞いた内容の背景,話す人の間の関係に対
して簡単に推理 ・判断する ;
4.話す人の意図,観点または態度を理解する。
1.単項選択 ;
2.真偽問題 ltrue/false問題);
3.センテンスを完成させる ;
4。図表を完成させる ;
5.簡単に記録し,まとめる ;  ‐
6.指示に従つてタスクを完成させる。
選ばれた言語材料は現実
なコミュニケーションの
特徴を現すべきである;長
さが適当であり,速さが普
通である。
(2)リーディング技能及び試験問題の設計
テス ト要点 テス トの方法 説 明
主旨,あらすじを理解する ;
具体的な情報を探して読む ;
細部を理解する ;
前後の文が提供したコンテクストによつ
て知らない言葉の語義を推測し,段落に
対する理解を深める ;
簡単な判断と推理を行う;
段落の基本的な論理構造を理解する ;
作者の意図と態度を理解する ;
段落の文化情報を理解する。
1.単項選択 ;
2.ブランクを埋める :
3.語彙を補充する ;
4.真偽問題 ;
5。センテンスを完成させる ;
6.図と文を転換する ;
7.文字で伝える ;
8.要点を記録する;
9.内容をまとめる ;
10。指示に従つて段落を完成させる ;
11.ライテイングと合わせたタスクを
完成させる。
選ばれた言語材料は生徒の言
語のレベルに合わせなければ
ならないし,題材,体裁が豊
富である ;
段落の長さは 100～300語の
間で,読む文章の総量が 3～5
編で,語彙の総量は300～1500
の間である ;
試験問題の中心部分はできる
だけ簡単・明確であり,指示が
はつきりしており,項目の選択
はテス トの要点を具体的に表
すべきである。
(3)ライティング技能及び試験問題の設計
テス ト要点 テス トの方法 説 明
1.内容がはつきりしていてつ
ながりがある ;
2.構成が完全である ;
3.論理性が強い ;
1.短文を書く (日記, ミニ物語など)
2.実用文を書く (力∵ド,手紙,説明
書置き,表の記入など);
3.図,文情報を転換する (図表の描写
1.ライティングタスク, トピック,
言語の構造,文体などの水準は高校生
の認知能力の発達,生活体験及び言語
の能力に合わせなければならない ;
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テスト要点 テストの方法 説 明
4. 主題が日立つ ;
5。言葉遣い,文体が適当であ
る。
情報の解読,図入りの説明を書くなど):
4.段落を続けて完成する;
5。電子メールを書くなど:
2.段落の長さはライティングタスクと
テストの要求に従つて 50～200語ぐ
らいまで。
附録 :ライティングの評価標準
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生徒の作文に対して主に内容要点,言語の使用効果,   に分けて等級によつて採点する方法を採用する。以下に
構造と連続性,書式と使用域及び目標読者との交流とい  五つのランクの分類標準を提供するが,ランクごとに対
らた五つの領域において評価する。総合的評価を採用し ―応の点数がある点と,評価内容と基準が参考となる。
てもよいし,分析的評価を採用してもよしヽ 通常,段階
第五
ランク
試験問題に決められたタスクを非常にうまく完成させることができている;
試験問題の要求に従つて内容の要点を書き出している;
言語の構造と言葉の選択が適切であり,豊富である;言語の誤りが極めて少ない
効果的に異なる連結表現の手段を活用し,構成がはっきりしている;
書式と言語の使用域 (register)が適切である;
目標読者と交流する目的を完全に達成している。
第四
ランク
試験問題に決められたタスクを比較的上手に完成している;
基本的な内容要点を含んでおり: 1～2個二次的な要点が漏れていてもいい ;
比較的豊富な文法構造と語彙を使用している;
言語がほぼ正しく,より複雑な意味を表現しようとするときだけに特定な誤りがある;
比較的適切な連結表現の手段を利用し,構成がはっきりしている;
書式と言語の使用域がだいたい適切である;
目標読者と交流する目的を達成した。
???
試験問題に決められたタスクをだいたい完成している;
多くの内容要点を含んでいるが,幾つかの内容漏れているかもしれない ;
応用された文法構造と語彙によつてタスクの要求をほぼ満たすことができる;
幾つかの文法及び語彙の誤りがあるが:理解には影響がない ;
簡単な連結の表現手段を利用した,内容はほぼつながつており,構成が比較的はつきりしている;
書式と言語の使用域がほぼ合理的である;
目標読者と交流する目的をほぼ達成した。
‐第二
ランク
試験問題が定めたタスクを要求に従って完成することができなかつた:
幾つかの内容要点が漏れているか正しく書くことができなかつた ;または関係のない内容を書いた ;
文法の構造が単調であり:語彙が表現の要求を満たすことができなかつた ;
文法構造及び語彙の誤りが比較的に多く,内容の表現に影響を与える;
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???
適切な連結表現の手段を利用しなかうた,
書式と言語の使用域が適切ではない ;
目標読者との交流が明確ではなかつた。
内容がつながらず,構成がはつきりしていない
第一
ランク
試験問題が決めたタスクを要求に従つて完成することができなかつた ;
主な内容をほとんど書かなかった;しかも関係がない内容がある;
文法構造と語彙の使用が単調で,重複している;
言語の誤りが多い,運用能力が良くない,内容の表現を妨げる;
基本的な連結表現の手段を使用しなかった,内容がつながらず,組み立てが良くない,構成がはっきりし
ていない ;
書式と語の使用域の概念がほとんどない;
目標読者に有効な情報を伝えなかつた。
0点
伝えた情報または使用された言語が極めて少ない,評価することができない,内容がライティングのタス
クと関係ないまたは内容を識別することができない。
(4)スピーキング技能及び試験問題の設計
テス トの要点 テストの方法 説 明
1.あいさつ ;
2.一般的な社交
3.トピックを引き出す ;   |
4.コミ三ニケーションを維持する;
5。会話を終える ;
6.個人情報を提供する ;
7.意見と見解を表現する ;
8。同意または不同意を表示する ;
9.感情を表現する ;
10.特定のテーマについて準備して
から発言する ;
1 1 .  言 指 命 :
12.身振り言葉と口頭言葉を合わせ
て使う。
1.一般的な場合の社交 ;
2.個人情報の紹介 ;
3.面接試験 ;
4.仲間とコミュニケーションする
5.指示に従つて日頭の反応をする
6。図,表に対して描写する ;
7.事前に準備してから発言をする
8.トピックについて討論する ;
9.役を演じる ;
lo.スピーチする。
各種のスピーキング能力の検定活動及び
テス トの トピックの設計は,生徒の言語
レベル,認知能力,社会体験及び成長の
ニーズを十分に考慮しなければならな
い。スピーキングテス トはまず言語のコ
ミュニケーションの有効性に注目すべき
であり,それから言語の流暢程度,語義
の表現の確実 ・適切程度,言語構造の
豊富程度:及びコミュニケーション技能
の適切な応用などの面において,総合的
評価または分析的評価を行う。(スピーキ
ング能力に対する評価は,形成的評価部
分のリスニング,スピーキング能力の参
考評価標準を参照すること。)
三,課程のためのリソースの開発および利用
課程のためのリソースの積極的な開発と合理的な利用
は,英語課程を実施するうえで重要な構成部分を占める。
英語課程のリソマスは,英語教材及び生徒の総合的な言
語運用能力を伸展させるその他の学習材料と授業を支援
する施設 ・設備を指す。英語教育指導の特徴の一つは,
できるだけ多くの異なる手段 ・方法,形式を通じて,生
徒に英語を勉強させることである。生徒は言語及び言語
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の運用を自‐ら感受し,直接に体験する。そのため,英語
教育指導に際して,教科書を合理的に利用するほ力ヽ こ,
以下のリソースを積極的に利用すること。課程のための
他のリソース,特にラジオやテレビの番組,録音,録画,
視聴覚教具と実物,マルチメディアの CD―ROM資料,各
種のインターネットリソース,新聞雑誌など。
英語教材は英語課程のリソー スの核心部分である。教
育行政部門と学校は生徒に必要な教材を提供することを
保障し,学校での英語教育の核心となる教材とする。英
語教材は,生徒が授業中に使用する教科書以外に,教師
用教材,ワー クブック,アクティビティー ブック,掲示
する図表,カード,録音と録画用テープ,マルチメディ
アのCD一ROM,関連する読み物などを用意しなければなら
ない。教育指導主管部門の指導のもとに,教師の代表,
生徒及び保護者の代表との協議に基づき,学校は教育部
門が審査して決定した教材,または審査している教材か
ら教材を選択するべきである。選択された教材は時代性,
基礎性,選択性,成長性,開拓性,科学性および思想性
を持つ ;生徒の年齢的特徴,心理的特徴及び認知の発達
レベルに合致しなければならない。教材としては言語が
本物であること,内容が広範であること,題材が多様で
あることを考慮に盛り込むべきである。生徒の学習に対
する興味を呼び起こし,生徒の視野を広め,思考方法を
拡充しなければならない。英語教育の特徴に応じて,学
校は適宜外国の教育資料を選択して使用し,授業内容を
補充して豊力ヽ こするべきである。
英語教材以外に,学校及び教師は積極的に課程のため
のその他のリソー スを開発し利用するべきである。例え
ば,ラジオ,映画,テレビ番組,録音, ビデオの資料,
インターネットリソー ス,新聞雑誌などである。
課程のための豊富なリソー スを提供し,教えと学びの
手段・方法を拡充し,教えと学びの方法を更新し,英語
教育指導の開放性と柔軟性を強めるため,英語課程は図
書館,LL教室,録音録画の設備などの基本的な常設の教
育施設を充分に利用するべきである。教育行政部門と学
校は英語課程のため,上記の教育指導設備を提供できる
ように尽力すべきである。条件の良い学校では,テレビ,
ビデオ,コンピュー ター などのマルチメディアの設備を
配備するべきである;できるだけよい環境を作り出し,
視聴覚室を設けて,生徒に開放し,生徒が自主的に学習
できる条件を作り出す。
英語課程のリソー スを開発する際,情報技術とインタ
ーネットを充分に利用する。インター ネット上の各種メ
ディアのリソー ス及び英語教育の専門ホームページは各
段階の英語教育指導に向けて豊富なリソー スを提供して
いる。また,コンピュー ターとインター ネット技術は生
徒の個性的,自主的な学習によい条件を作り出している。
コンピュー ター とインター ネットを通して,生徒は自分
の必要性に応じて学習内容及び学習方法を選ぶことがで
きる。情報互換機能を持つコンピューター 及びインター
ネット学習のリソニスは,生徒にフィー ドバック情報を
すぐに提供できる。更に,コンピューター とインター ネ
ット技術は,生徒間の助け合いや学習リソー スを分かち
合うことを可能にする。従つて,国家,省,市町村の教
育行政部門,学校及び教師は,生徒がコンピュー ターと
インター ネットのリソー スを充分に利用でき,自分の必
要性に応じて学習ができるように積極的に条件を作り出
すべきである。条件の良い学校では学校の英語教育に関
するホニムページを開設し,インタニネットで授業を行
い,いつそう学習の開放性と柔軟性を増加させる。
学校は,生徒が課程のためのリソニスの開発に参加す
ることを奨励し,支持するべきである。生徒を組織じク
ラスの図書コナーまたは図書棚を作る。生徒にクラスの
タブロイド版新聞または壁新聞を作るよう,また学習の
リソー スを分かち合うように奨励する。
本校のリソー スを開発するほ力ヽこ,学校間でも英語課
程のリソー スを共同開発し,利用することができる。ま
た,コミュニティの教育リソー ス及び大学の教育リソー
スを十分に利用するべきである。
課程リソー スの開発と利用は現場の経済的な状況並び
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に生徒と親の経済力を考慮しなければならない。多くの
レベル,多くの類型のある英語課程のリソースを開発す
ることに注意を払い,異なるレベルの必要性を満足させ
る。課程のためのリソー スの多様性を一途に追うあまり,
生徒の経済的負担を増やし,課程のリソースをむだにし
てはいけない。学校は課程のリソTスのための有効な管
理システムを構築すべきである。既に揃えた課程のリソ
ースを充分に利用し,使用しないまま放置しているよう
な状況を防止しなければいけない。課程のリソー スの更
新や補充を絶えず行うべきである。課程のリソースを開
発して利用するに際しては,粗製乱造の資料を編纂した
り,販売・使用 したりすることを固く禁止すべきである。
学校及び教師は,不法出版の模擬試験問題や進度に合わ
せて作られた ドリル ・練習長を購入したり,生徒に推薦
したりすることを厳しく禁止する。
四,教材の編纂及び使用提案
英語教材は,英語の教育指導中に使用される教科書及
びそれに合わせて使用するワークブック,アクティビテ
ィーブック,物語,自習帳,録音テープ,ビデオテープ,
掲示する図表,力‐ ド,指導用道具,コンピューターの
ソフトウェアなどである。高校英語課程で使用される教
材は,生徒の学習及び教師の教育指導にとつて重要な内
容を提供し,手段となる。英語課程の標準に定められた
課程の目標及び教育指導の基準事項は,英語教材を編纂
する際の原則となる。課程標準の基本的な基準を満たす
前提として,教材にはできるだけ柔軟性,多様性があり,
異なる生徒の需要を満たすことが挙げられる。
(一)教材の編纂原則
1.¨ リ
教材に選ばれる言語素材は時代に合わせなければなら
ない,貝pち言語の発展を反映すべきであり,時代の発展
により生徒の言語能力に対する要求も満たすべきであ
る;現代の青少年の生活と精神を反映すべきであり,社
会の発展,科学技術の進歩と生徒の生活経験に密接に連
携するべきである。
教材が表している教育指導の指導原則lも時代に合致し
たものでなければならず,現在の外国語教育研究の最新
成果を反映すべである。教材には先進的な教育指導方法
を採用し,柔軟的,多様な教育指導活動を計画するべき
である。
2.基礎性と選択性融合の原則
教材内容の選択と編成は,まず高校教育の基礎性原則,
すなわち,大多数の高校生の共通基礎を保証すること,
を具現化すべきである。また,教材は選択性原則を具体
化すべきである。教材の構成部分 (例えば :生徒用教科
書,ワークブック,録音 ・ビデオテープ及び電子資料)
は選択可能であることに注意を払う;教育指導の内容は,
教師の授業と生徒の学習に選択の余地与えるべきである。
3.成長性および開拓性の原則
英語教材の内容及び活動形式は,生徒の全面的且つ長
期的な成長に寄与しなければならず,教材を使つて学習
することを通じ,生徒が独立自主的な学習能力を獲得す
ることにもつながるようにし,生涯にわたつて学習がで
きるような条件を作り出すべきである。そのため,教材
としてできるだけ探究型,発見型の学習の方法を採用し,
それによつて生徒が学習の方法を改善することを促進す
る。教材は生徒の思考を広く開拓し,視野を広げ,新機
軸を打ち出す精神と実践能力を育成することに寄与すべ
きである。教材内容の編成方式は,生徒のまとめる能力
や,1つの事から類推して多くの事を知る能力を養成する
ことに貢献し,生徒が言語を運用する過程で言語規則を
発見する寄与にもなる。
4.科学性の原則
言語学習の客観的な規則に従つて英語教材を編纂し,
異なる年齢層と言語レベルの生徒の学習特徴及び学習需
要を充分に満たすべきである。教育指導内容及び基準は
順次漸進する原則を表し,易しいことから難しいことへ,
簡単なことから複雑なことへ,一歩一歩順次に進めるベ
きである。生徒のリスニング・スピーキング能力を継続
的に育成することに加え,高校段階では,生徒の英語で
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力を高めることに重点をおき,特に生徒の英語で思考と
表現する能力を高めることを重視すべきである。異なる
段階における生徒の学習の特徴によつて,教材は教育指
導の内容と要求などの点にそれぞれ重点をおくべきであ
る。教材は内容,日標と基準などの点において完備した
体系を持つべきである。言語技能,言語知識,感情態度,
学習ストラテジー,異文化間コミュニケーションの意識
などの内容と目標については相互に関連し,浸透し,支
持し合わなければならない。言語の学習では,言語材料
の高い再現率を強く求められるため,教材の編纂に当た
つては,重要な言語現象が十分に再現され,出現するこ
とが保証されなければならない。教材はなるべく現実的
本物に近く,典型的な言語素材を選ばなければならなし、
5.思想性の原則
英語の教材は,思想道徳教育に符合し,生徒の正しい
人生観,世界観と価値観の形成のためにならなければな
らない。言語は文化の媒体である。外国の文化は生徒の
人生観,世界観と価値観に対してある程度の影響を与え
る。そのため,教材は中国の伝統的文化を反映しなけれ
ばならないし,外国文化の優れた点を生徒に理解させる
ためにも有効で, しかも生徒の動 能ヽ力を高めるもので
なければならない。
(二)教材使用への提案
教師は現実の教育指導の必要性に応じて,柔軟的かつ
創造的に教材を使用 し,教材の内容,順序,教育指導方
法などの点で適切な取捨選択と調整を行う。
1.教材の内容に対して適切な補充と削減を行 う
教材を使用する過程において,教師は,必要応じて教
材の内容に対する適切な補充を行うことができ,そうす
ることによつて教材の内容が一層生徒の要求と現実的な
生活に近づくことができる。教材に対する適切な補充を
行う時,教師はさらに実際の状況によつて教材の内容に
対しても適切な取捨選択を行うことができる。教材に対
して補充あるいは取捨選択を行う際,教材の全体性と統
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―性に影響を及ぼしてはいけない。試験のために恣意的
に教材の内容を調整することを避ける;出来る限り,補
充あるいは取捨選択の内容について,生徒と話し合うベ
きである。
2.教育指導の内容と活動の入れ替え
教育指導を行う過程において,教師は実際の教育指導
の需要に応じて,教材の中の不適切な内容あるいは活動
を取り替えることができる。例えば,教師はあるユニッ
トの文章の内容がリー ディングの練習に適しているが,
練習問題が不適切であるとか,あるいは,生徒にとつて
適切な問題ではないと判断した場合,元の練習問題と自
ら作成した練習問題と交換してもよい。また,ある部分
の言語が規範にならないか,あるいは真正性がないと考
えた場合,教師は,自ら他の言語材料を選び,その部分
を取り替えることができる。
3.教育指導の内容と活動の準備 ・計画を広げる
教材によつては,教育指導活動の難度が高すたり低す
ぎる現象が時々発生する。例えば,ある活動が非常に困
難であると考えられた場合,教師は,幾つかの準備と指
示を加え,活動の準備 ・計画を拡大することによつて,
活動の難度を下げることができる。また,活動があまり
にも容易であるならば,教師は元の活動を発展させるこ
とができる。例えば,読解に加えて,討論及び弁論を行
い,語彙の練習を増やし,作文の練習をも行うこともで
きる。
4.教育指導の順序を調整する
生徒の実情に応じて,教材内容の順序に適切な調整を
行い,教育指導の効果を高める。例えば,生徒の周辺事
情に重大な事柄が発生し,教材の中にちょうどその事情
に関連する内容が含まれるユニットがあった場合,持続
性と難しさなどの′点において大きな問題がなけれ団1貯
を入れ替えて,このユニットの学習を早めに実施しても
良しヽ 教材の内容と実際の生活との結びつきがあれば,
生徒らの学習動機が高められ,学習の効果をも高めるこ
とにつながる。また,教材の内容に対して取捨選択を行
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う場合,元の教材の学習順序に対しても相応な調整を行
う必要が生じるかもしれない。
5。指導方法を調整する
客観的な教育条件の差異,生徒の言語レベルの違い及
び具体的な教育指導の実情の差異によつて,教材に対し
て推薦または提案された指導方法が,実際の教育指導の
要求と合致しないことは往々にして生じる。そのような
状況であれば,教師は指導方法を調整することに注意を
払わなければならない。
6.教材の使用状況をまとめる
教材をしばらく使用した後,その使用状況について,
総括と分析を適宜行うべきである。主に以下のような内
容を含む。
(1)教材の使用による予定の教育指導の目標の達成度 ;
(2)教材の使用による教育指導の効果 l
(3)教師及び生徒の教材に対する満足度 ;
(4)教材の使用過程における長所と短所 ;
(5)同じ教材を引き続き使用する際の調整′軋
3.まとめ
中国の基礎教育段階の英語教育を規定する,『全日制必
務教育普通高級中学英語課程標準 (実験稿)』(中華人民
共和国教育部 :2001)とその2年後に公表された 『普通
高中英語課程標準(実験)』(中華人民共和国教育部:2CIC13)
との関連性の検証は,中国の学校英語教育に対する考え
方についての貴重な示唆を与えてくれるに違いない。さ
らには,やはり初等学校 3年次から公教育に英語を導入
し,高等学校 1年次までの8年間を 「国民共通基本教育
課程」としつつ,高等学校2,3年次を 「選択教科教育課
程」と位置づけているもう一つの隣国,韓国の第 7次英
語科教育課程との異同を検証することによつて,同じ極
東に位置するEFL国家の英語教育に対する考え方の微
妙な違いが究明される。第 3期中央教育審議会 (座長鳥
居泰彦氏)の答申 (文部科学省,2005)に「小学校段階
における英語教育の充実」が盛り込まれた現在,隣国 2
国の英語国家カリキュラムの精査はわが国の学校英語教
育にとつて少なからぬ意義を持つ。本稿をそのための一
次資料としたい。
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